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遺跡遠景（南西より）

E-F区杭列出土状態



G-H区西壁土層断面

動物遺存体出土状態 (F区，イノシシ肩甲骨）
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第 1節．調査にいたる経緯と調査組織

市道宗方線は交通量が多く，かつ児童。生徒の通学路でありな炉ら，歩道が無く：，危餃であ

るとの認誡により，市道路課により歩道の整備が計面された。まず，平成 5年10月 1日付陳計

第1156号により，市文化課に対して埋蔵文化財の取り扱いについての協議がなされた。同計画

区域に似周知の遺跡が存在しているため，これを受けて，その包蔵状況を確認するための調査

を市文化課において実施した。同整備事業は工事予定区間を平成 3年度から平成 5年度の 3か

して施工される計画であったので，まず平成 3年度予定区域の中に， 5つのトレンチ

を設定した。その結果，縄文土器き石器・青磁。白磁など約100点が出土 された

ため，本調査が必要との判断応なされた。そこで，再度市道路課と協議を行い，平成 3年度エ

事旅工区間について平成 3年12月18日から調査を開始し，初年度の闊査は翌年の 2月15日

了した。平成 4年度工事予定区間については，前年度と同襟に試掘調査を行い，本調査が必要

との判断のもとに，平成 4年 7月20日から同年12月3日の期間で調査を行った。

最終年度である平成 5年度工事予定区間については，前年度調査地の隣接であり，前年度最

終区の遣物出土状況から判断し，試掘は行わず，平成 5年 6月23日から同年 9月1日の期間で

調査を行った。調査の組織については以下のとおりである。

調査主体

諫早市教育委員会文化諒

調査総括

吉原照子（諫早市文化牒長。平成 3・4年度） 廣田陽一郎（同。平成 5年度）

洞川謙司（諫早市文化課長補佐）

調査軍務

伊藤秀敏（諫早市土木部長）青木靖博（道路課長）喜多徳之（同課長補佐）

川原和久（同技術吏晨）大城晃一（監理課事務職員・平成 3年度）

西村慶治（同 e 平成 4 合 5 年度）西山恒子（同•平成 3·4 年度）

高柳夫美子（同。平成 5年度）

調査担当

秀島貞康（平成 3年度） 川瀬雄一（平成 4・5年度） 古賀 3,、~5

調査指導及び協力者

古賀佐徳橋本幸男正林護諫見富士郎

-1-



2節。遺跡の位置と地阿的。歴史的環境

工
よ

ヽ
~
ヽ

に ら長崎。

「筒井」「柳井町」 し，

を基監岩類とする＝一

派生する

汎ている。

さ訊‘ーこいる。

に
J

これまでにその傾斜面において，

られる。

旧石器時代のブ----tフ形石器をはじ

⇔ 中世期の土師器及

矢痕

鰊早平野を有する

田園都由である一方，主嬰交通機閂爪離合。集齢する要衝であるという地理的特性から近年で

など工業の面でもめざ穿しい発晨を遂げている。市

北部，多艮山菜の一部をなす石家原岳を源流とする一扱河川の本明川は市街地を貫流し，市東

している訊小野宗方遣跡は，この諒早平野の南部，小野地区の宗方町字

に位置する。

る丘陸先端部

をはじめとする安山岩類の被覆が認められる。以西には，八天岳，

ど山陰系熔岩円頂丘が集合した長崎火山の中央部を成している。

り，その高度を北側に向かっ

と島原半島と

というように

しながら

と

の生活の形跡が残さ

に伴い，

莱 2図 小舒古渡右室宅測図 (S-1/80° 『小？名古漬」 1り78よい

-2-
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第 3図 小野古墳周辺出土土師器 (S-1/5• 「小野古墳」 1978より）

・小野城跡 宮崎館遺跡の後背地にあたる標高30mの丘陵に立地している。遺構は，本丸・空

堀を残し，その規模約300X230mほどである。城跡東北麓には「館」という地名を残し，また，

字「性空寺」を含めた周辺には天文年間 (1532~55)の六地蔵石瞳や多数の五輪塔及び宝筐印
註 2

塔の残欠が存在している。また，『西郷記』には天正五年の小野城主として，西郷肥前守信尚の
註3

名を挙げている。

・小野条里遺跡 諫早から島原へ通じる国道57号の南北に広がっており，北側は現在殆どが水

田として利用されている。標高 4m前後である。ニノ坪・三ノ坪・八ケ坪・大坪の坪数詞名が残
註 4

っており，条里制地割の存在が予想される。 1987~1989年に範囲確認調査を行い，畦畔あるい

は路肩等のために打ち込まれたと思われる杭列や溝が検出され，条里制に係わる遺構であると

推測される。

第 4図 坪地名字図（「宮崎館等範囲確認調査概報」 1987より）

-3-
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第 1表造跡地名表

遣跡名 所在 立地脚高 。出土遺物等 7 i 
□ ―-----―-,; ―|―--- --; 二―----

畔賛里麟 恕早市瓢」 水 伍 Cm 口古代ー期中且I

叫跨 諫早巾辱「 水臼9微鐸） I "'I紺乳此上叡砂），掏器 l 
諫早農校遣跡 諫旱市船越町 平 野 lOrn 紐型銅剣，弥主土器 弥 生 ： 

I弥生土饂土師；；；気ナ帥質

;; B地点 川町丘餃全峨 50rn 弥生土器 称 生ロ17 刊 l厨選跡 l萄孤! fr I極貰部 l1orn ギ殴石染11;,染I/; 弥 生 1I 

源内谷遺跡 川町丘餃鞍部 30m 黒曜石剥斤剌片 弥 工庄，i 4 ' 

縄文 I

中也I

4'm ; 水認，弥~牛_J·'喜ぷ"厄''エ， 弥生～中旦

杭列，板列，麗支土器，弥

日譴石庖l,石岳多数

20m 石虞弥生工 旧石器～中世

lOrn 古償

llirnlI 亦生器： I弥 生 1

- 6位：弥生士器 -弥 生！1 ， I 

註 1.諌早市教育委員芸：「小野古墳J『諒早市文化財騎査報告書』第？集 1978
2. 稲田三千年： 「小野地区の遣得し古石塔の考察その(1)(2)」『誇早りミ餃』第20・21号 1988。89
3. 諫早市＇ 『諒早市史』第1巻 19ら5
4。諒早盲教育委員会： 「宮崎蛸這跡等範団碩認卿査概啜」『諒早市文化財胴査報告警』第 7・9菜 1987喝8

「宮崎諮選賄等範囲賄認詞査翠臼告書」同等11集 1989

r』-, 
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2章発掘調査

l旦正調査の方法

平成 3年度］二裏施工区間については試掘｝レンチを 5 した。そのうち第 1トレンチ

において縄文土器。石器。

応認い したた

どが確認されたほか，

この 2

調査区を設定し，北側から順にA--I区と呼称する。平成 4年度工事籠工区間について

トレンチ委 3か所設定し⇔ そのうちの 2か所を拡張する形で， 5:><3mの調査区

詞査区名は北側から順に］

る平成 5年度エ亭施工区間については，

区である。

淑｝ 2トレンチ

た。 5X4mの

5 >< 3 m し，北側から順に R-"U区とし

る。なお試掘調査および布調査の位置について

ぎ、た，本報告書内で用いられる榛高について

算出している。

調査区域

もあり，

8図の調査区設定図

らの

されたしン。

により

らおよそ 2mの段差がついており，また歩道殴置予定地ということ

，隣接する水田に影響を写えないように配慮し］こた

った。調査箇所の一部について

埋め声してから，隣接するグリッドの調査に移っ

は，原則とし□出上位置

斗・, ふヽ
klY_I, めに

完掘したグリ

した

の排土をそのグリッドに

り上げについて

グリソド壁面から涌水

もとで厚ポンプを常時作動させ排水しながらの調査となった

さえられないものもあり，排土をメッシュで水洗しな

がら行うことで補った。

今回の調査では，動物遺存体ら植物糧子の出土が多く見られ，これらについて 同定

を行った。ま し らブロックサンプリング

c14による年代洞定については，貝層から採取し

している板。杭などの木質遺物に関して 5点行った。 について

~7~ 



ウ"- 蔭本的層

く，肩周葺凱点も

につしミて

あったた ることは困

る。
＇ 
デーっ

’r6 
ごこでは全国査区A~-U 区（アルファベット を

土層の

レiゃア
,_'c,,;;:) 

れ、だい。

拿B区

し表土

n。

IIL 

末掘）

憩目区

『~. 
II. 仄白色帖土層

lll. 

IV. 仄白色粕土層
, ... 
V 
゜

胄臼

阿。

ニナゥ 4、ガイ

0区

により， A~D,

応‘二つし〉

l・---2 

A

3

£

C
ハ

～
～
 

?

J

1

-

E--I, J--,L', Q',~,i:」の 4 地点

る。各調査区土層断面図紅ついて

カキを主体と

同

て,.lヘ-・5

L区

上

にウミ

雫L区

I -' 

且。褐色砂質土層

青灰色粕土層

間畜屈色砂后土層

青仄色混土貝層

且L

＞ ． 

雲0区

I. 表土

-I-
ァ
し
い

にウミニナ・ハイガイ

Ht晨褐色粘質土層

間青灰色諮土層

青灰邑砂質土層V 
• 0 

力~ キ

去
j

9’ 
/
b
 

ーし
J

V1 
0 

（以下 火山灰様の土層が推積，深ットホール状の
穴に貝の細片が見ら仇る。図版14)

I ~- -・ ―― □-『_I

「ーニB区

---・4.0m 

---3.5111 

3.0rn 

採取位置 一―-2,5m 
4H10士111Jy,B,P。

H区
'Y'--'"'" 5120土110y。B,P,

~- 2.0m 
第 7図 苓本的層位憑念図
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第 3章調査の成累

第 1節e 遣構

L 杭列（第 9.-,,12図，図版 8)

•E-F区（第 9 図）

主軸は東西より僅かに南にずれている。漂高は2。75,_.3.45rnである。杭は長いもので70cmを

測ら杭の頭部はいずれも後世の耕作により欠損しているため，さらに上位よりうちこまれた

と思われる。杭は丸太を荒割りし，先端部を加工しているため，ほぽ断面け三角形状をなして

いる。このような例は，小野条里選跡の調査でも龍認さ礼た。土層断面で畦畔等の精査をした

としなかった。しかし，，その形状等からして水田に関連した遺構であろうと檻察される。

・K区（第12図，図版 8)

標高は2.6~-3.3mである。本区基盤層の凝灰角礫岩に、うちこまれている。

らび区

主軸は南北よりやや西にずれている。糎高は3 。 25~·3.7mである。杭の長さは40cmとほぼ均一

である。いず汎も頭部を欠損している。先端部は加工ヵゞなされているため，ほぼ断面は三角形

状を呈している。この他に長さ lmのものが］．店ある。上部の標高は先述のものと変わらない

基盤ぎでうちこまれており最下部の撰高は2.8mである。

・O区

よりも

• p区（第11図）

。 n,~3,66mで杭の長さは55cmである。直径10cm とび区に見られる杭

先端部は加工ヵゞなされており，ほば断面が三角形を呈する。

主軸は南北よりやや西にずれる。上部が東側に大きく傾いている。標高3,3~3,6mである。

さは70cm・60cm,直径はともに12cmである。上部は欠損，先端部は加工がなされており，

ほ 呈する。 0区でみら汎た杭に近い印象を受ける。

・Q区

主軸は南北である。概高は3,5,~3 。 77mである。上部

憶断面が三角形を呈している。南側の 3点は残存部がわ

ある。

~11~ 

は加工のため傾

，先端部をわずかに残すのみで
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e
 

nん
t

、）8
 

T区において板列が検出された。

本区土層の第 2層中にあり，第 3層のJ：：：面で止まっている。憬高は3.45-,,3、75rnてある。

その上部が欠失しており，板材主体のうち下部のみが残され，てい心

に向かって尖っている。材は打ち込んだというよりも，差し込んてあるよう

板材は厚さが 2cm程度といずれも幅料薄いことから，張度もなく，

はないと推測さ礼る。

を受ける。

うもので

主軸を北東にとる北側の 1群と，

ているように思われる。両群が相互に関連するものであるかとうか

1 

としない。南側部分

ため，そ

さずぃ杭を伴う。北側部分は板材のみで形成されている。

ってさらに延長していくと思われる力＼限ら

を把握するに至らない点が惜しまれる。

る
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這｝
゜ 曇饂
（第27図の3)/
＼ 
、こ゚ 20士90y.B.P.

上
／
 

゜
ー亡

第13図 T区板列実測図 (1/30) 

3. B区土壊（第14図，図版 7)

丁

隅丸方形の土壊で，径1.lm,深さ35cmを測る。立ち上がりはほぼ直角に鋭く立ち上がる。

覆土は非常に複雑で， aは暗青灰色粘質土， bはaより灰色がかった層， Cは青灰色粘土層で

ある。この覆土は土壊が掘られてあまり時間の経過がない段階で埋められたものである。遺物

は土器・石器・木質遺物があり，出土遺物（第21図30, 図版19)から，弥生前期後半の所産と

思われる。柱穴状をしているがその痕跡はなく，機能は不明である。
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第14図 B区土頻実測図 (1/20) 
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[
 

第 （第155 16図：第 2表）

胴査において 1-

。， 
その内訳は

る。調査区ごしの

,904点，動

2
 

つ1,:, て

ら［区

中しているの

ではプロック

o~q 区に

ついては，出土位置の平阿図

してい:So ここで

に:いては0--p区のものを掲載した（第15・

まずG-H区について戸あるが，平面的に

ある。翌直的には 3

してしヽ る。

,8--<3。2mの間におさまる、

次に0-P

える。次に貝層炉尻られ捻

し，標高を測定しており，こ礼らを各調査区

貝層堆積地点についてはG-H区，貝層の存

4層

は G~H区と同じく

こ

については

に餃乱している

に集中

して¥,Jる

る。呈直的には 2層の茶褐色粘質土層， 3層の黒褐色帖質土層， 5層の青灰色砂質土層

に集中しており， 4層の青灰色粘土層を間層とし，この上下の層に分離される。 2層および 3

層の出土息物として鯰弥生時仇以降の土器， 5層では綱文時代罰期の土器が出土しており，

にも してし〕る。

Aー Dに応ついては，弥生時1位以降の土器炉 2層の暗灰凰色土層で出土

おさ試るようである。なお，この区間については時間的制約のため菱聾までを完掘できなかっ

たか, E区の青）戻色混土貝層が尺人でおり，この層に縛文上器が含まれてい巴と思われる。

~18~ 
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第 2表 出土遺物集言怜長（単位：点）
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遣令
~

ぷ
ど

さ
J第

l 十翌。
- e --eJ百

笞~? 心
示 c) 4 宇. ·;i-~, 

本遺跡の調査により

のた

各土器について

0) 翌文±器

麗}7:±帯は，時期的に

る。本来ならば 1

器檻におい

9 」 13点の土器••陶磁器が出土した。

ま礼るが，そ

ることをあらかじ

について

第！類土器

A胎土に滑石

される

つlハ

いこと，また摩滅しているた

る。

文様展開のあり方が問題となってくる

ため，土器全体での文椋構成について

せざるをえなかっ

を主文として，

としては，縄文時代，弥生

して招り，そ

れるもの応ついて図化。

を参照さオしたい。

3 表，図版15·~17)

を主体としており，第 1類から第刃類に大別され

あ属することが望ましいが，土器が小片で文様構成や

い。本項では，その中でも器種が

所属時伐の古い順に説唄する。

についても旧状をとどめて

いないものもあることから，型式を特定しえないものがある。そこで，まず，各土器片の共通

点を拾い出すことで類を構成しているため， 1類の中に別型式の土器が混布している場合があ

ぎるもの，ある型式に属する可能性があるもの

、t-ー( レj

，いわゆる曽畑式土器と言われるものである。

されるため，文様帯による区両などの土器全体での

①縦位また

1はいわ邸る

いる。 2は右 2

と

しており， i 

本遺跡において出土する土器がいずれも小片である

じることが因雛であり，

区両が施され，＇ネの間

を有

1 

7図 1~·4, 図版15〉

して

を横位の短沈線文で充填している。 3は，

している＂いわゆる網代状文を有する。 1と3は色調の胎土ともに共通

ものの， ともに内面に横位の調整痕を残している。 4

を有するものと思われる。 12は縦位の沈緯文の間を横位の沈線文

で充埴していると る。

5, 図版15)

ra ，
 

ン
/
¥ る。
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③横位の沈線文の上~ もの。（第17図6, 7 ,, 図版15)

7は口緑部がやや外反し，内面最上部には 2 を有する。外面の文禄には太い棒状

の施文具が用いら訊，沈線は太くて深い。

①最上部に 2列の刺突文を有するもの。（第17図8-~10, 図版15)

8は2

面2

を有する。口唇部，内面にも刺突文を有する。 9は外

を有する。 10は外面に 2列の羽状刺突文を有し，その下位に横位の

を有する。内面は熊文である。 9_。10はとも

るもの。（第17図11, 図版15)

17は太い沈線文を有する。残存部からの判断のため，沈線文以外の文様を有する可能性がある。

巳文様構成についてAに似る 胎上に滑石を混入しない，曽畑式土器である。

①縦位の区両が施さ

13~·17はいわゆる

るもの。（第17図13~18, 図版15)

区画文とその間を充填する沈線文が直行あるいは直行に近

くなるもの。 されている厄かは，沈線の太さはほ している。 13は内面

を鋭角に充填していによる調整痰を残す。 18は左上がりの沈線に対して

る。

②外面最上部に 1列の刺突文，その下位に 3

図版15)

を有するもの。（第17図19。20,

19はやや外反する口縁部で，内面には 2列の刺突文，その下位に横位の沈線文を有する。 20は

口緑部がやや厚く，刺突文を有する。内面には 2条の横位の沈線文を有する。

c熊文あるい はあるが，胎土に滑石

るため，図化については割愛した。

るものを一括する。

第 2類土器（第17図21~3い第11図39~42, 図版16)

沈線文のみを有するもので，「プロト曽畑」に属すると思われる。

を有するもの (30), 口縁最上部に横位の沈線文あるいは短沈線のみを有するもの

"-27・29・:31・32), ハ字状の短沈線を有するもの (33),縦位の短沈綜を有するもの

，横位の沈線文の上

38は2列の刺突文を内面に有する。 39。40

の上部麟やや肥厚する。

第 3類土岩（第18図認 0 44, 図版16)

を付加するもの (37・38)

内外面に貝殻腹緑による深い横位の条痕を有するもの。

-26-

る。 32は1列の， 25°

を有する。 41・42

と言われるも
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のである。 ,i3 をナデ梢している。

策 i!類士器 ・46。65・ 訊図版16)

るもの3

第 5踪土器 '67° 

と

7
 

A-

されるもの。

7-_,,53, 図版16)

っている。内回に

をナデ'(:'0り令内面も

を有する 0 :52'53 

る。 48は

される。器壁が厚い。 4りは貝殻条痕を切る，

る， る。 心;― ／ 

ンとして る。轟C式土器と恩われる。

を有するもの。（第岱図54・--(辻図版16)

口縁最上部 もの (54~56), 口縁最上部に横

，口唇部に貝殻腹緑による刻目を有するもの

詞）がある。 60は内外両而ともに，地文の

団は口唇部およ

第 3類土器

71'72°75 

第 7類士器

貝殻を施文具と

を押圧

貝

C
ん一

る゜

もつもの。

て1,~ る。 77~-79

巨殻条痕の上に 2

疇 59・68,

に， 59は内面最上部

,J_]_化図版16・17)

e 山形文を有し，

S
i
 

}
」l_ 

さ訊る。内面に

は

を有する。 76は

ものを

を横位

を有する。 llOは地文の

奈有する。

eム‘,、
J

茫

を有する。

~, 

ないもの。従来，轟C式土器と言われるものである。貝殻

9 81 • 83)'貝殻膠緑を横位に押引くもの (82),

を有するもの〈84)がある。

8類土器（第19図85・ 7) 

るもの。

-28-
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85°86はとも に交叉する を有する。

第 9類土醤 0 88, 図版17)

文椋の構成要素とし 。刺突文以外の文様を有するもの。

87は2条の細い隆帯支を有する。間は内外面にヘラ状の施文具による刺突文を有し，口唇部に

かかる 2条の短い粘土ひも貼付を有する。

第門類土器（第19図89~109, 図版17)

刺突文と沈線文を有するもの。

AD緑最上部に刺突文あるいは刺突押引を有するもの。 図版17)

刺突文には 2列のもの (89~95) と1列のもの (96~103)があり，いずれもその下位に横位の

沈線文ら短沈線文を有する。 104~106は横位の沈線文を引く途中で刺突を施し，沈線文状を呈

する。 93の刺突文も押引ぎ状を呈する。

巳刺突文の上位に横位の沈線文を有するもの。（第19図107~109, 図版17)

107・108は1列の刺突文の上下に棋位の沈線文を有する。

第 3表譴文士槃観察表①

ピI!Al打図『□出土区

S遍~ 色 調

-備•一ー・ー考ニl 層位 標高(m) 筈形 部位
胎土焼成 調整ら施文外内 外口A 附 口唇

1 l 青貝 2 666 不明 不明 黒褐 1, 3, 5 良 l→A 1 

1ぶ 5j II j 1-•~1 T― 2 I 灰白粘 2 927 II II 茶褐赤茶

3 I II 2,844 II Ii 黒黒褐

17 G 茶貝 2,683 II II 黒褐黒褐

5 H JI 2. 84 ｝｝ JI 茶褐 赤茶

6 G II 2,846 II II 茶 黒褐

7 Q 青灰帖 3 31 深鉢 D緑部 茶褐 茶褐

8 G 灰白粘 :J .041 II II 灰黒 灰黒， Q 青灰粘 3 .328 不明 II 褐 褐

10 0 II 3.419 深鉢 1/ 黒褐I茶褐

茶貝 2855 不明 不明茶褐黒褐

灰白翠計 3033 I 深鉢 口緑部 I赤茶 黒

茶貝 2.869 II 胴部灰黒灰

竺茶貝IJOi1〗元□ ｝}｝ } 

｝｝褐褐

口縁部黒褐茶褐

橙礫~ 不明 不明茶茶

胎土:1-石英， 2-雲母， 3-クサリ礫， 4-角閃石， 5-滑石

調整： 1ーナデ， 2一貝殻ナデ

施文： A-沈線， B-刺突， C一貝殻腹縁刺突， D一刻目

1, 3, 5 II 1→ A 1 

1,3,4,5 II 1→ A 1 滑石少量

5, 6 II 1->A I 1 I 
5 II l→ A 1 滑石多量 i 

1, 5 II 1→A 1→A 滑石多鼠

3, 5 II 1→B 1→ B D 滑石多量

3, 5 II l→B l→B 

1, 5 II 1-噂,B I 1 I 滑石多量

1, 5 II い A I I l I 滑石少霊

3, 5 II 1→ A 1→ A I 滑石多賃

1, 4 ;; 1→ A 2 

1, 2, 4 
,, i→ A i —: 

1, 3, 4 
11 JI [ 1l□二□[」 l1 I I I I j 1, 2, 4 

淡標高の記入のないものは水洗による
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縄文土器観察表②

分類 図 番号 出土区 層位 標高(m) 器形 部位
色 調

胎土 焼成
調整・施文

備 考
外 内 外 内 口唇

I B 17 17 I 青灰貝 2.82 深鉢 胴部 黒褐 褐 1, 2, 3 良 l→A 1 

18 s 橙礫 3.471 不明 不明 茶褐 黒褐 1, 4 II 1→A 1 

19 

゜
青灰砂 3.259 II 口縁部 褐 黒 1, 3, 4 II 1→ A,B 1 

20 p JI 3.242 II II 茶褐 灰白 1, 4 11 l→A 1→A B 
［ 

2 21 Q 

” 3.217 
II II 茶 茶 1, 3 II l→A l→A B 

22 G 灰白粘 3.061 II II 明褐 明褐 1, 3, 4 II l→A 1 

23 H II 3.12 II II 灰白 灰白 1, 3, 4 II 1→A 1 

24 I 青灰貝 2.875 II II 灰 灰 1, 3, 4 II 1→A 1→A 

25 G 茶貝 2.917 II II 黒褐 黒褐 1, 2, 4 II 1→A 1→B D 

26 G 灰白粘 3.174 II 胴 部 赤茶 赤茶 2, 3, 4 II 1→A 1 

27 Q 青灰粘 3.359 II 口縁部 黒褐 黒褐 1 II 1→A 1→A D 

28 F 灰白粘 3.049 II II 黒褐 褐 1, 2 II l→A 1→B B 

29 p 青灰砂 3.208 II II 灰褐 灰褐 3, 4 II l→A 1→A 

30 G 茶貝 2.856 II II 黒褐 灰 1, 4 II 1→A 1 

31 O' 青灰砂 3.214 II 11 茶 灰 1, 2,3, 4 II l→A 1 B 

32 G 茶貝 2.879 II II 黒褐 黒褐 1,2,4 II l→A 1→B B 

33 p 青灰砂 3.229 II 不明 茶褐 茶褐 1,3,4 ” 1→A 1 

34 s 橙礫 ／ II II 灰 茶 1,2,3 II 1→A 1 

35 s 橙礫 3.496 II II 灰褐 灰褐 1, 2,3 II 1→A 1 

36 Q 青灰粘 3.379 II 口縁部 茶褐 灰褐 1, 4 ｝｝ 1→A 1→A 

37 

゜
青灰粘 3.174 II 不明 黒褐 黒褐 1, 4 II 1→A 1→ A,B 

38 G 茶貝 2.977 II ロ縁部 茶褐 黒褐 1, 4 II 1→A 1→A 

18 39 F 灰白粘 3.05 II II 黒 茶褐 1, 4 II 1→A 1 

40 G 茶貝 2.865 II 11 灰 灰褐 1, 4 II l→A 1 

41 H 灰白粘 3.021 II 不明 褐 灰褐 3, 4 II 1→A 1 

42 H II 3.056 II 口縁部 黒褐 黒褐 1, 3, 4 II 1→A 1 B 
＇ 3 43 s 橙礫 3.466 深鉢 不明 黄褐 黄褐 1, 4 II 2 2 

44 s II ／ 不明 II 茶褐 茶褐 1, 3 II 2 2 

4 45 G 茶貝 3.006 深鉢 胴 部 黒褐 黒褐 1, 2, 4 II 2 2 

46 O' 青灰粘 3.698 II II 灰褐 黒褐 1, 3, 4 II 2 1 
I 

5 47 O' 青灰砂 3.234 II II 黒 黒 1, 3, 4 II 2→A 1 石英多量

48 G 灰白粘 3.048 II II 灰 灰 2, 3, 4 II 2→A 2 

49 H II 3.041 II II 黒褐 黒褐 1, 2, 4 II 2→A 1 

50 G 茶貝 2.949 II II 黒褐 黒褐 2, 4 II 2→A 1 

51 H ／ ／ II 不明 灰 灰 3, 4 II 2→A 1 

52 G 灰白粘 3.115 不明 口縁部 茶褐 赤茶 1, 3 II 2→A 1 

53 H 茶貝 3.051 11 不明 灰 黒褐 1, 3 II 2→A 1 

54 H II 2. 931 II 口縁部 赤茶 赤茶 1, 4 II 2→B 2→B 

55 F II 2.803 11 II 赤褐 赤褐 1, 3, 4 II 2→B 2→B B 

56 G II 2.824 II 11 赤褐 赤褐 1, 3, 4 II 2→B 2 

57 H 灰白粘 3.022 II II 赤褐 赤褐 1, 2 ” 2→B 2→B 

58 F II 3.01 II II 赤茶 赤茶 1, 2, 4 II 2 2→B 

59 G II 3.012 II II 茶 赤茶 3, 4 II 2 2→B 

60 G 茶貝 2.929 11 II 黒褐 黒褐 2, 3, 4 II 2→B 2→B D 

61 G 灰白粘 3.125 II II 黒 黒 1, 3, 4 II 2 1→B B 細砂混入

62 H 茶貝 2.938 11 I! 黒 黒 1, 2, 4 II I→A l→B 

63 F II 2.99 11 11 灰 灰 3, 4, 5 II 1→A 1→ A,B C 滑石少量
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聟玄：±盟謬芦表③

I 
I I 

I I I I 
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(2) 弥生土器（第20• 21図，第 4表，図版18・19)

甕形土器（第20図，第21図29~-40, 図版18・19)

1~4•7•8 は口縁及び口縁下に 2 条の突帯をもつものである。 1 はやや内傾する口縁下

方に刻目突帯をもつ。口唇部は丸くおさまり，内面に指頭圧痕を有する。胎土に多量の砂を含

む点で，他の土器と異なる。また，胎土や胴部が張らない器形，調整の面で縄文的な様相が認

められる。復元口径約22cm。 2~4は内傾する胴部に小さい平坦口縁を有し，口縁下に突帯を

有する。 6~18は口縁部の形状が断面三角形を呈するもので，口縁下方に刻目突帯を有するも

の (7・8), 口縁部に刻目を有するもの (10• 13・14~ 16)などがある。 8・10は内面に指頭

圧痕を有する。 9の断面はカマボコ形に近く，内側にわずかに突出している。外面はタテ方向

のハケ目調整を施したのちに横位の沈線を施す。内面はナデる。 19・20は三角形の口縁に刻目

を施す。 21は口縁部にかけて内傾する器形を有する。 22~36は胴部で， 22は2条，他は 1条の

突帯を有する。 22は復元口径約30cm。38~40の外面はハケ調整を施す。甕形土器の胴部と思わ

れるが判然としない。

壺形土器（第21図41~50,図版19)

41~45は肩部で， 41は沈線を施し，二枚貝による重弧文を施文する。42~45はいずれも 1~2

条の沈線を有する。 41は丹塗の痕跡が認められる。 46は頸部で， 3条の沈線を有する。 50はロ

縁部で，口唇部をナデており，口唇部上下に刻目を施す。金海式タイプかと思われる。

器形不明土器（第21図47~49,図版19)

47~49は三角形の貼付突帯の上下にていねいな横方向のナデが施される点，ススの付着が見

られない点，胎土が精緻である点から，壺形土器の可能性があるものの明確でないものである。

底部（第21図51・52,図版19)

いずれも甕形土器の底部である。 51は上げ底の底部で指頭圧痕を有する。 52も同じく上げ底

の底部であるが， 51と比べて中央部が厚く，重量感がある。最下部外周に指頭圧痕が強く残さ

れる。

台付鉢形土器（第21図53,図版19)

53は台部分で内外面に稜を持つ特徴を有している。

-33-



4

[

冒
N
N
Nげ
＞
8

〔▽
13

軍▽
12

3

[

》
＼
NH:11

□

7
 

歪
□

了
6

-

[

蓄

□

，

＝
 

u5 

巫ウ

碍——-_, 1 .,〗ぅ.,..,.〗疇―[
—-> ;;=-> ーロ。 鵬〗

m
 
22 

＝［ 
25 

8
 

2
 

n
2
4
]
_
 

竺
[
[喜`

入
疇

門
23

叶

Kr_r27
贔

,¥り

|
r
2
6

0 10cm 

I I I I I I I II I I 
第20図 弥生土器実測図① (S-1/3) 

-34-



［ 
32 

31 

G >
心0'>3 

34 泌

35 

ロ 0 ィ〗 D
37 38 

39 如

47 

峠

□
 

刈I

/---

~--J 
印

45 

>?

＼二7
~ 
＼ 

―◇ 

，
 

乾

的

46 

バ

唸

I[~ 

5 2 

0 10r:m 

にd--L-土_J~l~-1.~
53 

第21図 弥生土器実測図② (5--1/3〉

-35-



第 4表弥生土器観察表

「1図-番号畠土区層位麟1ml 器形部位~外 調内 胎 土焼-成―-1--外詞--誓-I~施文内 r --備----考-----7 I 

l五 了 戸荼褐砂 3,229 甕 I 口緑部 黒褐 黒褐 多量の砂を含む 良 1→ A I 1 II 外口面綜内ス側入付揺羞頭圧痕

2 B 暗灰娯 j3,238 JI II 異褐 i里褐細粒を含む // 1→ A ) 1 外面、スス付誓

3 /} 旦巣得 黒褐細粒を含社 II l→ A 1 I外固スス付着
4 JI 黒褐 Ii II ii 1→ A 1 11 

s 11 I I黒褐 III II II 1→ A 1 II 

6 II 黒褐 Ii II II 1→ A 1 II 

7 II 黒褐 II II 1/ 1→ A l II 

8 I 11 黒褐i黒褐細粒を含む II l~,A l 苔鳳合直狐量圧抵
9 !/ 灰褐黒褐 III 11 11 I 2 I I 外面スス付警
10 JI 淡褐淡褐細粒を含柱 II 1→ A 1 
11. // 灰褐 i淡褐細粒を含む 11 l l 口緑内側指頭圧痕

12 I 11 黒褐淡褐細粒を含む ~•I 言1→八 1 
13 A 暗胚黒 3,287 II Ii 灰褐灰褐細粒を含む l I 
14 A 1/ 3,106 /} II 談褐黒褐 I細粒を含む l 
15 A I ガ 3,198「v7 11 I淡褐淡褐細粒を含む Ii 1-•A 1 
16 B // 3, 2 ;; I // 灰褐灰褐細粒を含む ） I 1→ A 1 
17 B JI 3, 198 JI JI 茶褐茶褐細粒を含む II 1→ B,C 1 沈線，・刺突

18 >_ll___ lI 丁,, '-' 13 ,1 " 淡褐淡褐細粒を含む I/ l→ A j I 1 口縁内側指頭圧痕

19 58 II I ~ ; 玉冨灰褐祠厨］ピ淡灰旦褐褐色細拉を含む II 1→ A 1 外固スス付着20 18 }} 細粒を含む }} 1 1 }} 
21 38 Ii 細粒を含ti' 1 1 // 

22 ~ 3,227 II 黒褐灰褐細粒を含む I~I II 117 I I l->A l // 
23 3,187 JI JI 淡褐灰褐細粒を含む 2→ A l IJ 

24 '3,287 I II_ I _Ii_ー．―|灰褐灰褐細粒を含む II 1 -,A l II 

25 □ ::::::::::71 I II II □ 黒褐黒褐 I細粒を含む II 1→ A 1 II 

26 B 暗灰黒 3,267 II II 黒褐灰褐網粒を含む II 1→ A 1 11 

28 A II 3,272 II II 灰褐灰褐細粒を含狂 II 

21 29 A ご ｝｝ 淡褐淡褐細設を含む ｝） 30 B 11 灰褐淡褐細粒を含む

31言 II 淡褐淡褐細粒を含む 外面スス付着 1 
32 A 〗玉□ ｝｝ 黒褐黄褐細粒を含む ） I i 
.13 A 3 3,21 3 3 淡紺I淡褐網粒を含む. ,, I I 
34 〗lAT―しII~ 二II ど-1I 1 3, 21 I II II 黒褐黒褐細粒を含む II 35 3,205 [ II [ II 灰褐灰褐紺粒を含む

36 -/~ II 細粒を含む 外面スス付着 I 
37 暗灰黒 3,309 II I 細粒を含む 11 l→ A 1 

39 II I 3,215 II 細拉を含打 II 2 1 

40 II 3,195 II 細粒を含むci 11 I 2 1 暉沈§腺I叩孤文 -- ； I 
41 II 3, 祖7I壺 細粒を含む I〗7 l→ B B B I I I 1 1 l I I I 42 A 11 3,225 ;; 細粒を含杜 ;; l→ 

43 A ~ □繹―□/二~， II 細粒を含む II I l→ 

44 A II II 淡褐淡褐細粒を含'U1 II l→ B 1 
45 A II II 灰褐板褐細粒を含む II 1→ B l 
1j6 A I I II 頸部 I灰褐灰褐粗粒を含む // 1→ B 1 沈線

47 1 T II II 談褐淡褐I 細粒を含柱二1 48 B ~/ II II 淡喝淡褐細粒を含む 1 外面スス付着

49 l T 1~-/-- II I II~ 口底緑II部部7I 黒灰淡褐褐白 淡褐 細粒を含む 1 
5゚ II I淡褐細粒を含む ］ 口唇に刻み
51 1 A A T I[ I乙暗暗灰,,ー灰冨黒,-,,7 I 1ク／33,,_22,-,,113 2 ,. 不明 灰褐細粒を含抄 // l I 1 賠壁最下部指頭圧痕
52 甕 底都 灰褐灰褐細粒を合む II」 1 j l し
53 A Ii 」3,2---12 -l鉢形- 台蔀 淡褐淡褐|細粒を含ーむLIIJ 1 _l __1 __上 i 

調整： 1-ーナデ， 2-ハケ ※出土区の「 l, 『」は試掘時0)もの
龍文： A-刻目， B-沈続， c-刺突

-36-~ 



(3) 土悔器。陶磁器

1は複合1コ緑壺-r:-,ロ唇部はササラ

壺である。肩から頸部が外反しながら空ち上が｀り，さらに四傾気味の口緑を作る。胎土に細砂

ものの焼成良奸で，色鯛は内外面ともに赤褐色である。 3は高坪汀部で，洩い坪部から

につけて口縁部が外反しながら付く。口唇部は丸く巧さめる。薗藍不明。復元

4は高坪の円筒状の脚部で？｛菫かに屈折しながら据部を作る。 5

細身の脚部から屈折しながら恒部を作る。閻部はヘラ状0)ものでナテつけしたもの恥僅かに

見える。 6は高台付椀て'", 高く ｀？古h 喩

0 回口

な粘土 と思われる。ロクロ挽き。 8

内面

色で，畳付には施釉しない。

ものでナ~デている。 り
ん
i

に 4 ミ t-1-:-=-
/1田さ

し・国・' .,, プ
(._ ,c,、-04しQ 。

は艮好である。 10, L1はともに

色の釉。 る。
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石器では石鏃37点，削器争］蚤器136点，

器17点，使用痕のある剥片396点，碇石 1点，砥石 1点，

二次加工石器10点が出土した（総数1,904点）。

使用された石材は，黒曜石が最も多く，全体の60,03%を占める。これに次いで安山岩が

2点，彫器 6点，礫

5点，石庖Tl点，剥片585

3少92%を占め， 2つの石材に対する依存度は9,1,95%となり極めて高い（第 7表）。各種石器へ

の利用率についても特定の組棚以外については，石材は黒曜石。安山岩で占められており，特

に黒曜石については原石の出土も多いことから，これらに対する石材としての依存度の高さが

える（第 9 表）。実測図として褐載したものは出土総数のごく—一部に過ぎないが，以下器種ご

とに記述してt>く。

石襟（第23図，図阪21)

はすべて熊茎のもので，いわゆる凹基式のものである。

a夜自 基部に浅い袂りを有し，脚部の作出が弱いもの。 2°3°8 • 26 • 27がこ訊に該当す

る。 27は一部鋸歯状を呈する剥片鏃である。

b類基部に小さい袂り 短い脚をもつもの。 1。5--7c 9•~J.l013•J.5~19°21• 

25がこれに該当する。 7は石鏃と思わ礼るが，左右対称でなく，一方の側縁のみに細かい側階

を施していることから，別の用途も考えられる。 18の両側緑はやや外湾している。

c類 基部の挟りが深く，明確に脚部を作出すろもの。 4" 12 。 14 。 20 、 22-~-24がこれに該

当する。鋭角な袂りを有するもの (12°20) と脚端部が直線的で隅丸方形状の挟りを有するも

の (4·14 。 22~-24) がある。後者はいわゆる鍬形鏃である (24 を除く）。 14の両側緑はやや内

る。 20の両側縁は鋸歯状を呈する。

削器色捏遵晉類（第24図28-~-46, 図版22)

28はブランティングに近い飼離を施す。ヴァルヴは取り除かわ，ていない。打面調整を有する。

漆黒色の黒曜石製。29は小剥片の喘部。周緑部にリタッチを寵し，微細な急角度のスク V・ーパー

面を作っている。若干ローリング州認められるものの，表面に線状の擦痕が観察される。漆黒

色の黒曜石襲） 30は薄手のサヌカイトの剥片の両側面にリタッチを施している。 31は打面

小でほとんど歿さ戸左側緑にリタッチを施す。灰色の黒曜石製。 32はサヌカイト製で上部は

若干凹刃状を呈している。 ~~3·35 。 36は全体に粗い剥離であるぶ，刃部は両面から細部加工を

している。 34の刃部は鋸歯状を呈する。安山岩製。 37は90度ずつ打点を変える石核より剣離

された，やや大形の刻片を利用している。安山岩製。 38は一部に自然面登残す安山岩の剥片の

片側縁に腹面側から鋸歯状の条鳴信を廊す。 39の細部加工は片面からのみ施されている。 40は白
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然の転石を用いており，自然面が摩滅している。全体にエッジ危付ける。灰色の黒曜石製。 41

は灰色の黒曜石の小型剥片を用い，周縁に急角度のリタッチを施す。 42はやや厚めの剥片を使

ぃ，周縁に急角度のリタッチを施す。穆線上に使用痕が認められ，主要剥離面位も擦痕が観察

される。 43 ら剥離した漆黒色黒曜石の小さな剥片を利用し，そ

の端部に鈍角のリタッチを施しスク]/•ーパーとしている。打面は自然面を残し未調整である。

ローリングを受け， いる。 44は小型の縦長剥片を利用し，端部にノッ

角のエッジを作る。灰色の黒曜石製。 45は小剥片の右側縁にノッチを作出し，周緑には微細な

使用痕が見られる。ローリングのため稜線がつぶれている。漆黒色の黒曜石製。 46はやや厚手

のサヌカイト製で，緑辺部下端を粗く調整したのち，両面に細部加工を施して，スクレーパー

面を作出している。上部も同様にして凹刃状のスクレーパ一面を作出している。

石蓄（第24図47~52, 図版22)

47は表から主要剥離面の方へ急角度のエッジを付ける。サヌカイト製。 48は黒曜石剥片の左

側縁にノッチを施し，その端部に断面三角形のドリル面を作出する。 49は灰色の黒曜石製で，

細部加工のみによりスクレーパー面・ドリル部を作出する。 50は灰色の黒曜石を素材とし，そ

の形状に大きな変更を加えることなく，部分的な加工によりドリル部を作出する。 51は小石核

から剥離された剥片を使用し，端部にリタッチで小さなドリル部を作り出す。一部に自然面を

残す。光沢の著しい漆黒色の黒曜石製。 52は大型の石錐である。サヌカイトのやや肉厚の剥片

を素材とし，端部に両面からの加工によりドリル部を作出する。主要剥離面に自然面を残す。

彫善（第24図53~56, 図版22)

53は剥片の先端を表から裏へ調整し，その後 3条の樋状剥離で彫刻刀面を作り出している。

ローリングによるものか稜線がつぶれている。 54は剥片の打面を除去（一部残存）し， 3条の樋

とこれに直交する 1条の樋状剥離を施して，彫刻刀面を作り出している。石材はいずれ

も漆黒色の黒曜石である。 55はバルブを檄からの加撃で除去したあと， 1条の樋状剥離で彫刻

刀団を作り出している。一部に自然面を残す。全体的にローリングを受けているため稜線がつ

ぶれている。黒曜石製。 56は四角柱に近い剥片を利用し，彫刻刀面を作る。石材は安山岩であ

る。

剥片（第25図57°58, 図版23)

57はかなり大型の石核から剥離されており，自然面を多く残し、，不純物も多い。通有の石核

の使い方と同じで打面を90度ずつ変えながら作られている。光沢の著しい漆黒色の黒曜石製で

ある。 58は良質の漆黒色の黒曜石製の薄い剥片で，打面に自然面を残す。
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使用痕のある剥片（第25図59~65, 図版23)

59は光沢の著しい漆黒色の黒曜石製。一部に自然面を残し，先端部に微細な使用痕を残す。

60はやや厚手のサヌカイト製で，一部に自然面を残し，両側縁に微細な使用痕を残す。 61は灰

色の黒曜石製で，主要剥離面を残し，断面は三角形を呈する。 62・63はいずれも薄いサヌカイ

ト製で，周縁に微細な使用痕を残す。 64はやや縦長の剥片で周縁に使用痕がある。透明度の高

い黒曜石製。 65は打面調整を施した小石核より剥離した剥片を使用し， 3縁辺に使用痕を残す。

漆黒色の黒曜石製。

尖頭状石器（第25図66~68, 図版23)

66は打面を残しており，縁辺部には片面からのみのリタッチを施している。 67は横広の厚い

剥片を素材としている。断面三角形である。左側縁は表裏からの調整により刃部を作出してい

るが，右側縁は調整の後が見られるものの，刃部を形成するには至っていない。 68は表裏とも

に入念な加工が施され，胴部に最大の厚みをもち，形状は三角形状を呈する。いずれも安山岩

製。

石核（第25図69~71, 図版23)

69は自然面を一部残し， 4周よりフレークを剥離している。安山岩製。 70は裏面に打点を残

し，主要剥離面には打面調整の跡が見られる。サヌカイト製。 71は打面を作出せず剥離してい

る。安山岩製。

石匙（第26図 1• 2, 図版24)

72は幅広のつまみ部をもつ縦型石匙である。サヌカイト製。 73は横型の石匙で，周辺のみニ

次加工が施され，刃部，つまみ部を作り出している。つまみ部は扶りが浅く，小さい。表裏両

面から調整が施され，刃部はジグザグ状を呈している。

礫器（第26図74~77, 図版24)

74は偏平な輝石安山岩を利用し，細かい剥離を両面から施して一辺に刃部を作り出している。

自然面を多く残す。 75は偏平な安山岩を利用し，一辺に両面から交互に剥離を施してジグザグ

状の刃部を作り出している。 76は偏平な安山岩の礫を使用しており，厚さを減ずるため，周縁

よりリタッチ，その後刃部を作り出す。 77は安山岩の自然転石を利用してリタッチで刃部を作

る。

石庖丁（第26図78, 図版24)

78は硬質粘板岩製で，明瞭な片刃を有する。復元全長11cm。断面形は背部から左右端部にか

けてしだいに薄くなる。刃部にかけてはほとんど厚さを減じない。左右の肩は下がる。
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第 5表石誤計測表

図

! 23 

番号―I-出土区 I標-高(m)I出土層位石--材-長(c-m) /幅--（⑰〇-|-厚(cm) 重さ (g) 備考 1I 
1 I I K I 3.175 灰白粘 ob. 1.9 I 。.8 0.5 0.65 
2 j H 13 // ;; 2. 0 0。7 0.4 0 .45 

3 I H 167 II II ,.2 0.8 D.4 0.45 I 
4 L' ： 田l I青砂 11 I 1. 7 o . 7 o . 3 o . 3 鍬形；

s P I 3-195 橙礫 I! l. 7 0 . 9 0 . 3 0 .4 
Q r I 3口053 茶貝 fl L3 0.7 0,25 0.25 小型

7 p 3.639 茶褐 I｝｝ L7 008 0.3 。A

~ ト」8 s 
---------・ ~ 橙礫 l11 L3 I 0.8 I 0.2 0.2 

， r ヽ 3.132 灰白粘 !! 0 6.,1 " 1.1 0.3 。08
10 G 3.11 JI I !! 2.5 1.0 0 .4 0.8 

11 G 30068 ;; An. 2、3 1口1 003 0.7 

， 

12 G 2 。0JO゚J， ／］ I ob. Lili 0.9 0.3 0.7 

13 H 3.185 11 II 0.7 0 .4 O 。35~
14 H I 3.194 JI !} LS 0.8 0.3 0.45 鍬形

15 H 3.147 !l ｝｝ 2口3 0.7~Q゚.4 
0035 

16 H 3。145 JI II 1. 9 LO A 0,5 I 
17 > I I 3.1s9 II II L7 1.0 0、4 0.5 

18 I II ｝｝ 1口6 0.8 。"2 o.35 I 3.114 

19 I 3.08 JI JI 202 1.0 OA 0.5 

20 p 3口635 茶ヽ褐 JI 2A 1口0 0.4 0。6 今痺口5土臨

21 R 

Rs57 

橙礫 ｝｝ L9 LO 0"3 0。4

22 H 茶貝 ob. 2.3 

I 

1. 2 0。3 0.65 鍬形

23 ,:;' ' 2。955 灰白粘 11 1。5 0,8 O。3 0.3 11 

24 I 3。114 ｝｝ JJ 1口， 0.9 I I o.5 o.65 I 
25 

゜
I 3,785 茶褐 An. 2 

I 

009 0 .4 0.6 

26 

゜
I J9.ウd--c>0 黒褐 ob. 2 0。8 0。35 0。45 I 

''  27 F ~ ~ I 3.077 I 灰白粘 11 2.1 1.6 _ I 0.4こ一_1.2_5 _I鋸_歯__ J 
第 8表石器薔察表①

図 番号 出土区 紬屯E吉回 ( m ) 

24 28 H 2。92

29 

゜
3. 712 

30 日 2.902 

31 T ~ 
32 Q 3.26 

33 C 

口34 IT  

35 IT  

36 C 3.349 

37 D 3.37 
JつO0 O' 「375

石材： ob。一黒曜石， An.ー安山岩

.• 石材 i 伽re 
~ ~ 

出土層位 器種 姜勺

茶貝 スクレーパー ob. 打面調整を有する

青粘 ｝｝ I !! 表面に擦痕

茶貝 !! I An. 
橙礫 JI ob。

青砂 JI An. 凹刃状を呈す

暗累灰 ｝｝ ｝） 

~~I I 
!! I JI 鋸歯状の刃部

｝｝ II I 
暗黒灰 !} JJ 

灰白 J) 

」 J,1 I -旦1 墾賃--状-の刃部- -~- -1 I ' 青粘 If 
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石器観察表②

図 番 号 出土区 標高(m) 出土層位 器種 石材 備 考

24 39 O' 3.28 青砂 スクレーパー An. 片面のみの細部加工

40 F 2.933 茶貝 II ob. 

41 H. 2.926 ll JI /J 

42 O' 3.378 青粘 ll ／］ 使用痕を有する

43 p 3.338 II II ／］ 打面末調整，磨減

44 H 2.983 茶貝 II /J 

45 H 3.129 灰白粘 II 

” 使用痕を有する

46 I 3.16 II !I An. 

47 Q 3.202 青粘 石錐 l! 

48 H 3.059 灰白粘 II ob. 

49 p 3.25 青白砂 ll II 

50 T ~ 橙礫 ” 
11 

51 C 3.377 暗黒灰 JI l1 

52 Q 3.017 灰白粘 II An. 

53 I 3.11 灰白粘 彫器 ob. 3条の樋状剥離

54 

゜
3.166 青粘 I! II 3交条の樋状剥離とこれに

直する1条の樋状剥離

55 H 3.135 灰白粘 II 11 1条の樋状剥離

56 s 

-------
橙礫 " An 

25 57 

゜
3.837 黒褐 剥片 ob. 

58 p 3.739 茶褐 II JI 

59 I 2.842 青灰砂 使用痕のある剥片 JI 

60 Q 3.331 青粘 ｝｝ An. 

61 B 3.178 暗黒灰 II ob. 

62 H 2.861 茶貝 II An. 

63 H 3.116 灰白粘 11 II 

64 H 3.163 ll JI ob. 

65 H 2.859 茶貝 II II 3縁辺に使用痕を残す

66 IT ~ ~ 尖頭状石器 An. 打面を残す

67 IT ~ ~ JJ II 断面三角形，片面にのみ刃蔀作出

68 D 3.349 灰白粘 II ｝｝ 断面三角形，全面に入念な加工を篇す

69 B 3.273 暗黒灰 石核 ll 4周より剥片を剥離

70 L 3.049 青粘 ）） II 打面調整あり

71 D 3.367 灰白粘 ｝｝ JJ 打面を作出せず

26 72 H 2.948 茶貝 石匙 !I 縦型

73 R ~ 橙礫 ll II 横型

74 H 2.884 灰白粘 礫器 輝安

75 K 2.809 青貝 ” 
II 

76 p 3.752 茶褐 ” An. 

77 Q 3.306 青粘 ” 
JI 

78 H 

--------
表土 石庖丁 粘板岩 片刃
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第 7表石材別一覧表

~ 黒曜石 安山岩 輝安山石岩 砂 右山 結片 岩晶 蛇紋岩 石 英 軽 石 凝灰岩 計

A 6 10 1 1 18 

B 12 18 1 31 

C 11 11 22 

D 14 ， 1 24 

E 

F 29 3 1 1 34 

G 100 54 5 2 1 1 163 

H 277 152 30 1 2 462 

I 225 109 7 1 3 1 346 

J 1 1 2 

K 4 5 1 1 1 12 

L 5 5 

L' 1 1 

M 10 10 20 

N 

O' 30 31 2 63 

゜
88 36 2 126 

p 53 40 3 1 97 

Q 101 47 7 155 

R 54 26 3 1 84 

s 86 64 3 153 

T 36 39 7 2 1 86 

u 
計 1,143 665 67 1 3 16 2 6 1 1,904 

第 8表石器組成一覧表

調~芝:剥片 U-f chip ニユ泣石器n 石核 scraper 彫器 石鏃 石錐 石鋸？ 石匙 顎 生石響器 礫器 砥石？ 碇石？ 原石 計

A 4 1 1 2 8 1 1 18 

B 10 5 5 6 5 31 

C 4 3 5 1 3 3 2 1 22 

D ， 2 3 2 4 2 2 24 

E 

F 3 19 4 1 3 2 2 34 

G 39 44 57 1 3 3 5 2 ， 163 
H 194 71 128 3 5 20 2 11 1 ， 18 462 

I 112 75 95 2 1 13 1 8 3 4 1 31 346 

J 1 1 2 

K 2 4 2 1 1 1 1 12 

L 2 2 1 5 

L' 1 1 

M 8 1 4 1 4 2 20 

N 

O' 16 19 7 2 15 2 1 1 63 

゜
54 29 18 1 3 13 1 2 1 2 2 126 

p 22 22 18 1 3 18 1 3 2 1 6 97 

Q 41 28 19 12 15 1 1 38 155 

R 14 22 19 1 1 1 1 25 84 

s 36 40 35 1 7 1 1 32 153 

T 14 11 32 1 4 2 22 86 

u 
計 585 396 452 10 50 136 6 37 11 1 2 5 2 17 1 1 192 1,904 
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3。

調査に認い さ

に提出しる

27図.4 

1。 E-F

に伴うも 1]） として，多聾の杭ら板州出土してい

として以下の 4屯を図示しだ。 (l--3 第

（出土位置については第 9

りの唸，先端部を正面および両側面から しており，

さ40cm,直径5.8cmである。

2" T区杭（出土位置について

訊ている。

~l. T区板

は不明である。

加工さ旦ている。

L 

を加工している

さ4cmで，断面

その痕跡は不明諒である。先嶼部はつぶ

。
甘
/呈

m。その形練から

痕も不明であることから，自

られ， ま

し，

さ,19cm, 厚ち 2cm・ である。

はつぶげてい恥先端部は両側面から

し，出土位置は標高 3rnを測る。長さ2.1

こぶ状の部位がげ大きく残り，加工

見ら }

j

 

ノヽ
‘,L' 

＜ヽ
•­ー

（る

される。このことから） をテすと思われる。

は， 1O 2 C 4 し ついて 9 3について此同一遣構内の

、つt,> ナっ
"-0 については， している 9・13 

~54~ 



゜

10cm 

-55-



I •一-— 

l
 
表

土
層

4
 
青

灰
色

砂
質

土
層

2
 
褐

色
粘

質
土

層
5

 
青

灰
色

混
土

貝
層

3
 
青

灰
色

粘
土

層
l戸

:
|  5 6 ー

I
 

3
.
5
m
 -- 2

 

~
 

―̀ 

~
-
.
 含

9

二―
―~
三
~

三
三
三
~
~

―-三

2  

5  

2
.
5
m
 

1
m

 

第
28

図
木

質
遺

物
実

測
図

②
(
5
-
1
 /
20
) 



第 4章理化学分析

1 . 小野宗方遺跡出土貝類からの考察

日本貝類学会会員山本愛一

1. 序

本遺跡は，平成 3年12月～平成 4

年2月，同年 7月~12月，平成 5年

6月~9月の 3か年度にわたって調

査がなされた。今回，この間に出土

した貝類を中心とするブロックサン

プルの分析依頼を受けた。この機会

を与えて下さった元諫早市文化課秀

島貞康氏，同川瀬雄一氏，同歴史資

料調査員古賀力氏を始め関係諸氏に

深甚の謝意を表するものである。

2. 遺跡の所在と発掘概況

34' 

129.-

ら
o G• 

130・ Z

|

」
-

0 30km 
' '  

本遺跡は，第 1図，第 2図に示す 第 1図諌早市位置図

ように長崎県諫早市宗方町に所在し，市道宗方線の通学路としての歩道設置の整備事業に伴う

調査として実施され，市道宗方線の西側を路線拡張の形で行われた。なお，第 2図で示された

ように本遺跡周辺には既知の遺跡が散在する。調査にあたっては，第 3図に示すように， 5m 

間隔に分割し， A~Uの計23のトレンチが設定された。

3. 各トレンチの発掘概況

（弥生の層順について）

A-Bでは表土の直下に暗灰黒粘土層があり，この層は亀ノ甲タイプの土器を主体とする包

含層で弥生前期後半と査定された。この層はC区周辺ではかなり薄くなり， D区では消滅して

いる。 E-F区では杭列が確認されている。 G・H・Iと続くがK・Eでは茶褐色粘質土層に

-57-



婆 2図 達尋分布図（国土地理院発行 1/25』0じを使序）
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第 1表憑跡地名表

''-- . 

遺 跡名

1 I田井原条里遺跡

□ :口:I一這 出ロ：：［口内団：〗
2 I沖城跡 諫早市幸町 水田（微高地） I 5m I麿干瓦瓦，土管（瓦質）。陶器

3 I諫早農校遺跡 諫早市船越町 平 野 10ml紺翌銅剖，弥生土器 冗
い

/
f
 

コ」＇｝ 生

弥生土器，土師器リ土師質

4 I林ノ辻遺跡A地点 I詩早市小川町 1丘陵全域 I4om I土器，箱式石棺，中世惑， 1怖生～中世
祭配遣構~

5
 

II B地点 I諫早市小川町 I丘院全域 I5om I弥生土器 弥 生

6 十仙原遺跡

7 源内谷遍跡

8 崎田遣跡

諫早市鷲崎町 I丘陸頂部 I4om 熱曜石刻片，剥片

諒早百小川町

諒早百長野町

丘陵鞍部 I3orn I黒曜石刻片，刻片

丘陵先端部 I2sm I弥生土器，黒曜石飼片

弥 生

1
¥
 

りコr、~

がirJ
 

9 I大久保遣研 読早市翌野町 丘陸斜面 I3om I黒闊石罰片

10 I水葉山遣跡 諒早市長野町 20m 国咤・斎

11 I長野城跡 諫早市長野町 山頂 [100m

〗
土

9
9

口
〗
ー
ー
ロ

J
t
I

叶

□
l

翠
屯

ク
沿

h
_
 

に

認 I小野条里遣跡
諒早市小野町，
川内町宗方町， I水
長野町

田 I4 1万I
水路？弥生土器，上

1弥生～中世

13 I小野宗方退跡 諫早市宗方町

諫早市宗方町

水

口宮崎誼遣跡

［口」：跡□—ーニ一町 丘陵先徊部」・ロ／三ニロ―-------

諌早市小野町

諫早市宗方町

諒早市宗方町

丘陵 I員部 I4om I本丸。空掘，六地蔵石筐

丘

軍
I
 

杭列，枷列，繹文土等，弥
田 3 rn I生土器， t忙近世陶翌，青磁，縄文～近世

白磁，石庖丁，石蕃多数 i 
I 

20rn 
ナイフ型石器，石錫，弥生土
器'-L邸嬰

旧石器←ツ中世丘陵先端部

陸 IIOm

野 10m I弥生土器

i

ー一
i

i

-

世

虞

生

生

一

月に（
 〗
弥
＿

古

i
¥
 

力?
J
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変わる。横断道路設置の影響と思われる。 L L'では再び出現するが20-~30 Cm大の礫を含む

ようになる。 0 O'では厚さを増し，礫は小型化する。これら弥生の層順で特筆すべきこと

は， E F区で認められる杭列や大型木板の出土である。この弥生の層順の直下からは灰白色

粘土層が薄く堆積している。この層はH区でことに顕著である。分析の結果，この層はグライ

と断定した。即ち，水田の底盤層として発達する水田特有の土壌である。なお，このグラ

イ土層に随伴して高師小僧が多数出土している。高師小僧は地下水等で溶解した鉄分が地中の

として沈殿したもので，褐色中空の団塊を示すもので，水田であっ

たことの証拠と考えられる。前記した杭列や大型木板も当時の水田の関係品ではないかと考え

ている。

（縄文前期の層順について）

前記，弥生前期後半の層順の直下に貝層が出土する。この貝層はE区では青灰色混土貝層と

して出現するがi 『区では，茶色混土貝層と青灰色混土貝層が青灰色粘土層を挟んで現れ，貝

は2段になって出現する。この両貝層は時期を呉にするものと思われる。 G区ではサンドイ

ッテ訳に映まれた青灰色粘土層は姿を消し，茶色混土貝層の直下に青灰色混土貝層が出現する。

この傾向は日区でも同様であるが， ］区では茶色混土貝層は姿を消し，この傾向はK・L・L'

区も同様である。 O'.。・Q区では貝層は姿を消す。これらの貝層は曽畑式土器を含み，縄文

前期の層と査定さ

（基盤の層順につい

前記，縄文前期の貝層の下層は岩硯性礫層，更に基盤層になっており， E~L'区では凝灰角

見られる。そこでは lm大の岩が点在し，所々にマガキガイの付着半片が見られ

る。日.I区ではビ~ーチロック化が見られ，半凝固状態のものが発見された。上記貝層の底面

は標高2.5mにあるが， HOI区方向すなわち南方向に進むにつれて傾斜して高度を増し， I区

では欅高2.5mでは基盤層は現れない。 K区では貝層の上面では標謁3.0m位になる。この傾向

は L·L'区でも同様である。 O'• 0 -P。Q区では貝層そのもの力嗜姿を消す。以上より海岸の

られた形で貝塚が形成されたと考えられる。

゜
A
竺 とその考察

ブロックサンプルとしての資料畠パンボックス 3箱あり，貝類と

った。上壌分析用襟準櫛で分別し，処理した。一部はI七02法で抽出

まとめた。

表中のBSはブロックサ／プルの意味である。 Bsrnは第 4図， H区の縦線枠内より表土を

を主とするものであ

た。分析結果は第 2

-GO-
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除さ， 10cmごとに抽出し上位より①→⑪とした。 BSIVは第 4図， F

抽出したことを意味する。

より同様に

5。貝類より

基盤と考えられる岩盤にカキが付着していること，出土する

種であること平前述したような貝層出現状況などより，

された貝塚であると考えられる。更に詳細に観察すると

た小さい木片髯一列に簿い層を形成しているのが発見さ紅た。こ

れたカキ殻等の遺物が波で攪拌され，木片は浮力を増して，水面に浮いて一層を形成したと考

する

の貝塚は汀線帝に

えられる。このことは本遺跡の縄文前期の最高水位が標高2.8m付近にあった証拠であると判

断してよいと考えている。

更に，出土貝類を中心に観察することにする。

マガキ Crassostra gigas (Thunberg。 1793)

潮間帯の岩礁に菅生するか，砂礫底に密集してカキ礁を作ることもある。 は23゚~30°

C' 干出時間は総時間の59%を限界としている力ゞ，それ以上干出する所では生存できない。

水の比重も24,0を限度としている力ゞ，天然では汽水域でより繁殖する。

四国，九が1、I,朝鮮，中国であるが，より北上する低ど大型化する。以上のマガキの特性と本遺

跡の99,3%がマガキであること，そのすべてが異常に小型であることから，本遺跡形成の自然

環境は内湾で川の流入があり，温度も現在より高かったと考えられる。

ヒネカネモリガイ Ochetoclava preiffi認 i(Dunker. 1877) 

潮間帯の岩礫の間にたまった砂地に生息する。

ハイガイ g匁加sabisenensis 

内湾の泥底に生息する。出土率が少ないので本遺跡周辺では泥底地の発達はなく，より蔭れた

ところに泥底地はあったと考えられる。

タマキビガイ ＇ Littonna bremc討ta 1844) 

et Reinhardt. 

高潮帯の岩に着生する。小型で食料に不適であり，自然状態の混入と思われる。

イワフジッボ Chtha虞 alus

高潮帯の岩礫に着生して内湾でもかなり奥ま

6. まと

以上 るとう縄文前期，

る。食料には不適で自然混入と思われる。

ょ
＇（ 

跡であることはタマキビ，イワフジツボ，フシカニモリ，マ汀

した遺

出上からも言える。陸貝
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されないところから，陸貝 に

、ら いたことはハイガイの

いことから，川

と考えら九る。しか

ように

Jへふっ
／よぬ，

言［明できる。そ

もあり適度に汽水化していて，マガキ

そのいずれもが矮小で'.r;ガキ仮どの大き芦

炒ないかと考える。

, 8~3.0m付近にあったことは麒述し

るcl::うになった。グ予ぐ土層ぶ磋言忍されたことから，筆者

巧。した炉って

'1. 

L 

はない。

されてぢり，そ

ついて

~1\p 
/
 

／
 

i
ハさば

り
，
＞を

こ
~

え汀線鯰遠く

し

もら、S力．． とこ

⇔“ 
去）

ったこ著 られる。

される。マガキの出土量

l ,_ 

あったと思わ汎る。

る術もない

,'-, っ，,_

した

ら

景
}

J

 

,1. 

之レ辛ク、c_ー）←コ,,コハ-

ある。しかし？そ汎

ること応する。

るものは推測の域を越えるもので

されることによりその意味付けと

九ろので，より正佃な記録と出土木片豆)(〗』による

。
こ念
i

2。 ついて

よく知ら訊たところである を実征する遺跡は少ない。

り
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ノ,'-- カキによるCりによる
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な恥貝層には 2種があり， F

るものか筆者は前者

ことに顕著である。この茶色混上貝層と青灰色混土貝眉

はないかと考支ているが，両者に
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J

モる 土器学とc141両面から
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第 2 ツ＇・ロックサンプルによる層別出土貝類 g 葛罰類）

マガキ タマキビ ハイガlとメカニモリ クロフジツホ

~II 
BSmー① 灰白粘土層

BSIII―② 臼粘土層

゜BSIII一③ 灰白礫層

゜BSIII―④ 190 

BS!Il―⑤ 360 l 1 

BS HI一⑤ 荼貝層 170 2 1 

BSm一⑦ 青灰貝層 340 2 

BSIII 青灰貝層 180 

BS HI一⑨ 青仄貝層 210 

1 BSN一① 灰白粘土層 ハリ

BSf¥f 仄白粘土層

゜BS IV一③ 灰白粘土層

゜BS胃一④ 灰

゜BS 白礫層

゜BS rv一⑤ 茶貝層 110 

BSlVー⑦ 青灰貝層 140 1 2 2 

BSN―⑧ 青仄貝層 110 l 2 1 

BS胃一⑤ 青阪貝層 200 

B S JV―⑬ 50 

゜220 2 

170 

C)6JAV /ヽ

I ----上___I ---" 
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2. 小野宗方遺跡出土の動物遺存体について

大分市歴史資料館館長木村幾多郎

発掘によって得られた動物遺存体は，貝殻を除いて96片ほどであるが，その多くは小片であ

る。遺存体の多くは，縄文時代前期の曽畑式の包含層（茶色混土貝層・青灰色混土貝層）を中

心に採集されている。

動物種名として次の 7種が査定された。

哺乳類

1. イノシシ Sus scrofa leucomystax(TEMMINCK & SCHLEGEL) 

2. シカ Cervus nippon TEMMINCK 

3. ネコ Felis catus 

4. イルカ Globicephala s.p. 

鳥類

5. カモ Anas s.p. 

魚類

6. エイ類 Batoidei s.p. 

7. サメ類 Lamina fami 

以上の動物のうち，数量的に多い種は，イノシシとシカであり，種不明の骨小片も多くはどち

らかに属すると思われる。

発掘区は幅 3mのトレンチで，面積的には広くないが，対象地区全長は約300mと長い。その

うち， E~I区・ J~L'区の40m程の範囲に貝層が検出され，その部分に動物骨も比較的多く

出土している。貝層を伴わないO'~Q区には散発的に出土しているだけである。骨片数はイノ

シシの方が36片ほどで，シカの14片より多いが，廃棄の場所には両者とも偏りは見られない。

1 . イノシシ

イノシシ標本は， 36片程出土している。そのうち主要骨格及び歯牙出現表は，表 2・3に示

す通りである。寛骨を除いて主要骨格各部位は検出されているが，いずれも 1~2点と少ない。

表よりする推定最小個体数は 2個体となる。

層位的には，岩礁の上にのる厚さ約40Cmの青灰色混土貝層，その上の茶色混土貝層（青灰

色砂質土層）・灰白色粘質土層に多く出土している。

年令

歯牙はいずれも遊離歯であり，年齢査定は困難であるが，~のエナメル質の摩耗が認められ

るもの，面の歯根が未成長で咬頭部に若干摩耗が認められるもの（生後20~30か月），~で摩耗
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が象牙質に及ぶもの（生後40か月過ぎ）が確認されており，生後20か月を過ぎた成獣の存在を

認めることができる。

性別他

雌獣の上顎犬歯 (I)が出土しており，雌獣の存在が確認されているが，大型の骨格もあり，

雄獣もあったと思われる。

2. シカ

シカの標本は14片のみで，イノシシ標本の半数以下である。標本数の少ない分だけイノシシ

に比べ，散漫に散布した状態で出土している。主要骨格及び歯牙は表 2• 3の通りである。 骨

の左側小片が 3片出土しており，推定最小個体数は 3個体となる。

年令

イノシシと同じく検出歯牙は遊離歯で，しかも 4個と数も少なく，推定は困難である。咬耗

度だけからすれば， 2か月前後の歯，他の 3個は24か月前後の歯と推定され，いずれも成獣で

ある。幼若獣については明確ではないものの，上腕骨骨体部 (r) に小型の標本があり，若獣

である可能性がある。

性別他

鹿角などは出土しておらず不明であるが，大腿骨遠位部片に大型のものがあり，雄獣の可能

性がある。

3. ネコ

0区から 3か所に分かれて，しかも青灰色砂質土層をはさんで，上の青灰色粘土層と下の橙

色礫層から出土したことになっている。しかし，貝層でない粘土層で出土したにしては，最近

の標本と考えてもおかしくないほど骨質の保存が良く，おそらく後世の掘り込み内から出土し

た骨を同レベルの層位で取り上げてしまったのではないかと想像されるが，確実なところは分

からない。

残存部を示すと，頭蓋骨右側，上顎骨 (I)' 下顎骨 (r•I), 軸椎，椀骨 (r)' 尺骨

(r)' 寛骨 (I)'脊椎骨，指骨 4で，同一個体と判断される標本である。

4. イルカ類

脊椎骨が 2点検出されている。 L・L'区の青灰色砂質土層より出土している。推高3.74 C ill 

（一方の骨端分離），推体経幅4.09 X 4. 86 C mと，推高2.69Cm(両方の骨端分離），経幅3.31X

3.98 C illで，いずれも腰椎である。イルカ類は有明海にも入ってきたと考えられるが，積極的

にイルカ猟を行っていたわけではなく，偶然迷い込んだイルカを捕獲したものであろう。

他にクジラ（歯クジラ類を含む）類と思われる大型骨の破片が出土している。
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5'" カモ類

2点（上腕骨） 之汎ている。

うち＇し点は ,G区青灰色混土貝層より出土しており，カ

る。近位骨頭一部を欠，;が，全長9.56 C rnを測る。貝極全面

していたと思わ汎るが，還存骨は殆どない。

（・エ.. ＇込立ー・}. 1類

尾棘革 2点と歯板ぶ 1点餃出され，ている。尾棘はG

層より出土している。いずれも先鎧部を欠くが〗基部に

混土貝雇より出土している。

ガモ？）

る干涵応は， ‘<、
7

i区青仄色砂質土

はF

7 廿＜
o ノ／

白色粘質土層より出土している。ホオジロザ，エ右側上顎歯と思われる

特別の加工

以上，出土し

，
 

く`、

してきた 了｝
¥
i
u
n
 

しては，イ／ジジ e 、ンカ

らすればもっと豊富なメニューがあっても

された貝塚であり，ここで取り

として検出することは困難で（貝類を

同じ諫早市城に属する有喜

に直接つな炉っている。

と豊富である。

も出土している。この両者の貝塚の違い

有喜貝塚が中期阿高式から

る力又量的にはイノ

どぐあった。貝類を除く

ったことを示しているわけであるが，貝

けた）

と思、・れる。

メニューかあったのかもし礼ばし

る ない0

(-r 
./'・ — 

までとし〉う違いもあるかもしれない

が，大きく周固の生態系の違いによるものである。

り，至近距離といえるが，やはり周囲の生煎系に依存していだ

ら~ 橘湾まぞ 4直宜

ろうか。

あ

-69-



第 i裟 動物遥存体同定結桑一覧表①

区 資料番号 取上番号 標高(m) 出土層位 種名~ 部 i~T 一齋―• 了
Ii' '- 1 l 3009 灰白粘 イノシシ~

2 2 3。003 灰白粘 シ 力

~ 
3 4 2.979 茶貝 イノシシ 胃甲骨(r)

4 5 2。88 茶貝 シ 力 上腕骨(r)

5 6 2.84 茶貝 イノシシ 厨3

:前頭骨函，涙骨，破片6 7 20452 青灰貝 イノシシ 頭蓋骨

G 7 1 20992 灰日粘 イノシシ 指骨

「＿
。゚ 2 30001 茶貝 不 明 I小骨片

I 

□[M 

I小骨片，磨滅 I 
， 3 2.998 茶貝

LI 10 4 2.956 茶貝 1 歯冠小片 I 
11 J ' 20915 茶貝 骨体小片

12 6 20894 茶貝 不 明 骨体小片，暦滅

13 7 20785 青灰貝 シ

ヵ 1I 試
遊離歯

14 8 20722 青灰貝 工 イ棘

15 ， 2。499 青灰貝 力 モ 上腕骨(Q)

16 10 20966 灰白粘 イノシシ 歯冠小片

H 17 l 3。174 灰白粘 イノシシ 距骨(r) 破片

認 2 3.099 灰白粘 不 明 長管骨 焼骨小片，磨滅

19 4 3.013 灰白粘 サ メ 」図」= 加工なし

20 5 2.994 灰白粘 シ 力 肩甲骨（い 近位，棘欠損
I 

21 
r゚ 

3.097 灰白粘 イノシシ 国 歯冠小片（頬側のみ）

22 7 2.95 茶貝 不 明 肋骨 小動物

23 8 2.905 茶貝 シ 力 叫 遊離歯

?,4 ， 2。951 茶貝 不 明 長管骨 骨体小片

25 1~7 3口023 茶貝 イノシシ 1 尺骨(Q) 骨体片

26 I 且 2.857 茶貝 不 明 長管骨 骨体小片，磨滅

L — 

27 12 2.845 ロニl:~--―明ーし巴管骨 骨体小片
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勁物津存沐同定結果ー一覧衰②~I-—-- ---~-
区資料斎号取上番号檸高 (m) 出土層位I 

28 14 2. 響茶貝

29 I lE; 2.861 I茶貝

二―~―□贔□丁―□ニ―-
不 明 I I骨悴小片，磨滅

イノンジ 歯冠片

口ーロ／

30 

ー
―へrし

-（ ，
 

J
 

18 

0
0
 

7
 

6
 

＂ム

6
 ，
 

0
/
 

3
乙

0

ふ
凸
3

て

1l 3.03 

ぅ‘い一3
 

20 3⇔ 023 

ー
― 7

 

c
 ，
 

n
/
 

n
/
 

300 

C
3
 

7
 

う
J

O'.) 3
 

4
 
亡
t
C

ro) 

2.96 

2.949 

2.949 

2。958

茶貝

茶貝

貝

茶貝

灰白粘

仄白粘

灰白粘

灰白粘

灰白粘

青灰砂

力／
 

‘‘、

イノシシ

イノジジ
(?) 

明

明
不

不

力9
/
 

ヽ`

9

イ／シシ

明てP-4 

ロ弓日ノ一、可

す>,A 
I 

仙骨

n 
大腿骨(e)

巨芦；丘
。レ叉‘呂目

‘̀j 
0) 

（
＼
 

骨＇ 
-9
曰

ふ
ナ
ー

遊熊歯

骨倅小片

骨体小片，磨滅

骨体小片，

退位

7
 

20823 青仄砂 イノシ

骨体小片

骨体小片

棘
ニ

n

I
;
―
 

ー 2.8906 青灰砂 且且＇不 骨体小片

2

3

 

4

-

4

 

k
 

44 

L¥5 

1-

C
ん
l

’~"] 
＾
 

r. 2ク 8356

青灰砂

青灰貝

A
ハi 2.8456 

I I 46 

~: 
ぶI-

印

ーじJ

c
/
 

仁
J

?
3
 

La 

5
 
6
 

7
 
8
 

2.7986 

ー

C
,ん
[

5
 

2.8756 

2. 9106 

2.?i136 

2。7536

2.7636 

3,0356 

2.9806 

6
 ゜

cu 。
ぅ．
3

，
 

ぅ＆

209756 

青灰貝

青灰貝

青灰貝

青灰貝

青灰貝

橙色礫

橙色礫

橙色顧

イノシシ

月
口
目
'不

ィ／ジシ

イノシシ

イノシシ

頭蓋骨

軍葦骨

下顎骨

lーニ~-J二＿二9806

頭頂骨，後頭骨破片

·iヽ~ ノシシ I上腕骨(rl I 破片

骨体小片

シカ c?) I 腔骨c,e) I 骨倅遠位

不 明 上腕骨(r) 鳥骨片

イ／ンシ 撓骨 (Q) 遠位

イ／シシ 雇甲骨（［） 近位

シカ（？） 腔骨（い 骨体遠位

イノジシ＇ 斤顎骨 (r) 下顎角破片

破片

―

―

-1 

いー會間までの I 
頬側面破片 i I 

イ／ジシ 環裾 I _, ____ 1_」- __ j 
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勤物選存1念同定結果一覧表③

~L 、餌号・I"':i;.,;;rii. 高
I出土.~ 丁一苓璽名 r 部位-―~~ ~ ~ l ー備― 考 -

55 7 2。9656 橙色礫 イルカ 脊椎骨 骨饂分離

9776 橙色礫 イノシシ 肩甲骨(!!,) 近位

0336 橙色礫 □ ヵ 1 胚骨（い 遠位

0:356 橙色礫 イノシシ 腰椎

9676 橙色礫 ヒ 卜 上腕骨（い 遠位

橙色礫 不 明 1 海脊悽椎骨哺乳破類片

9236 橙色礫 イノジジ 腔骨（じ） 骨体近位後面破片

8986 橙色礫 シ 力 肩甲骨(r) 近位

-1 I 9186 橙色礫 不 明 海椎犀哺乳類
脊骨破片

9586 橙色礫 不 明

骨休小片 ］ 片 _j1 OrJ e:: 18 2.6286 青灰貝 イノシシ
距脊竹惟(骨e) 完形

！ 66 』9 2.8286 青灰貝 不 明 椎体破片

67 
~-~2.'936 

橙色礫 不 明 胸椎 棘突起部分破

I I L' 
68 2 0 9116 橙色礫 不 明 肋骨 小破片

69 2 2.9296 青灰貝 イノシシ 上顎骨(e) 破片

I 70 3 2口 7216 青灰砂 イルカ類 脊椎骨

71 5 2. 7716 青灰貝
イノシシ

胸椎 棘突起破片(?) 

I 72 ~ 2。59LJ6 青灰砂
イノシシ

脊椎骨 椎体破片(?) 

゜
73 2 3.3181 橙色礫 ネ コ

u J ~ 3 口 231 〗 橙色礫 ネ コ

75 4 :3"1421 橙色礫 イ~ ノシシ 歯冠小片

p 76 2 :3. 2351 青灰砂 イノシシ 歯冠小片

3 3.2721 青灰砂 C,/ ' 力 歯冠小片

78 5 3,1701 青灰砂 イノシシ 歯冠小片

79 1 

噂 1 橙色礫 □ . .. ・・・-］ 

歯冠小片

80 2 3.3521 青灰砂 遊離歯

81 4 I --~3-.1-9-5-1·L_ 青灰砂 歯冠小片
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第 2表部位別遺存骨表

＼ 
Max 脊椎 肩甲骨 上腕骨 椀骨 尺骨 寛骨 大腿骨 腔骨 距骨 踵骨

中手骨

頭蓋骨 中足骨

Cranium 
Mand ScaPula Humerus Radius Ulna Pelvis Femur Tibia Talus Calcaneus 

Vertebr r f r ,£ r f r .e r f r f r t r f r .f r f r f 

F区 Max Atlas H区 k区 k区 k区 H区 H区 L区 H区 L区
青灰貝 L'区青灰貝 L区橙礫層 茶貝 青灰貝 明茶砂 青灰貝 茶貝 茶貝 橙礫層 灰白粘 青灰貝

k区 Mand T. V. L区

Sus 
青灰貝 L区橙礫層 L区橙礫層 橙礫層

L区 L. V. 
橙礫層 L区青灰貝

仙骨 L区 H区 F区 I区 k区
H区茶貝 橙礫層 灰白粘 茶貝 灰白粘 青灰貝

k区

Cervus 
青灰貝

L区
橙礫層

第 3表歯牙出現表

r f 

M3 M2 M1 p4 p3 P2 P1 C I s I 2 I I I I I 2 I s C P1 P2 Pa p4 Ml M2 M3 

m4 ms m2 C 1 3 I 2 1 I 1 1 1 2 1 3 C m2 m3 m• 

Max 
H区 F区 G区
茶貝 灰白粘 茶貝

Sus Mand 
L区 H区 H区 F区
橙礫層 灰白粘 茶貝 茶貝

I区 Q区
青灰砂 橙礫層

Max 
F区 H区 BSlll 
灰白粘 茶貝 灰白粘

✓' 
Cervus 

G区
Mand 

青灰貝
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3。小野宗方遣跡出上の植物種子およぴ土壌に閲する自慇科学分析

パリノ・サーヴェイ

L はじめに

有明悔に面する沖積低地の奥部に位置する小野宗方遺跡の背後に鯰］古第三紀に形成された

砂岩や泥岩層および第四紀前期更新世に噴出したとされる長崎火山岩類から構成される丘陵が

広がる（日本の地質「九州地方」編集委員会， 1992)。特に遺跡の位置する沖積低地のすぐ東側

には，長崎火山の一つである金比羅岳の北西斜面が伸びている。

沖積層中から縄文土器や弥生土器の小片，黒曜石や安山岩製の石器およ

や植物遺体などが出土している。また，杭および杭列も検出されている。これらの遺物や遺構

が出土あるいは検出された沖積層の下位には，マガキが大半を占める貝層が認められている。

これは，いわ欧lる縄文海進時に当地が汀線付近にあったことを示すものと淮定されている。胴

査区の一部では，この貝層が認められずに円礫層が堆積し，その下位に火山灰様の灰色土層の

堆積が認められている。

本報告では，上記のような遣跡の調査区で認められた沖積層の年代資料を得るために，土層

中より年代指標となるテフラの検出を試みる。また，土層叩より

その種類構成から，当時の植生および植物利用状況について検討する。

2。テフラの検出

し試料

試料は，本遺跡調査区で作成された土層断面で最も下位に堆積する火山灰様の灰色土層より

採取された 4点である。各試料は， 0, O', Uの各区から各 1

さ九た植物遺体を同定し，

2。

試料は，適量を蒸発皿に取り，泥水にした状態で超音被洗浄装置により し

去る。この操作を繰り返すことにより得られた砂を実体顕徽鏡で観察，スコリア・火山ガラス＠

まれる

堆積年代推定に用いる。

を定性的に調べる。それらの特徴からテフラを職別し，地層の

恥結果

処理後に得られた砂分の特徴を各試料ごとに述べる。
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ラスは？熊色透明の

る゜

;I 芸翠
ーこっ 勺 :,a,

ように，テフ予

さ訊なかった，］これら

して阿多，

どの試料においても

定はできない。また，その産状から，この火山ガラスの由来するテフラ

取された仄色土層の堆積年代とも全く関連性はないと考えら汎る。したがって，

灰色土層の堆積年代を推定することはできない。

なお，試料中に認めら

F

ま

となる

ラスは，そ ーレ
J

，
 

、ら

ラスし

ルデラをはじめと

ルデラから噴出したテフラに由来すると考えられるが，特

らは，

ら_,' 

る丘陸地から供給さ訊たと考えら九る。

は，百明海研究グループ(1965)に示された普賢火山灰層な

を主な母材とする火山灰土に由来する可詑性がある。

76-



3。種実同定

ふ。

各調査区から検出された種実遺体である。

表 1に示す。

？ 廷田~" 1ドロ示

結果を表 lに示す。 さ

につ I✓) て 、と

ついて記す。

。アカマツかクロマツ Pin已sdensiflora et Parlatore.、マ

令
〇 ，大きなもので 5crn程度。柄はほとんどない。

は肥厚する。先鮨部の肥厚は，不規則な 'l•~v 5 

ツとクロマツ

に短し

るのが難しい。

e イヌガヤ

ァ・ l, ,_し.,

は長楕

る。アカマ

種子州検出された。黒褐色で側面観

種皮は堅く，表面に顆粒状の隆起炉ある。

日カヤ Torreya nndferd Sieb. et Zucc. イチイ科

種子が検出された。褐色で側面観は長楕円形，上面観は凸レンズ型。大きさは認mrn_視度。

K. Koch イヌガヤ

上面蜆粽凸レン

種皮は堅くイヌガヤに似己が，表面の隆起は縦長に配列する。

• オニグル~ ミ 軍 andshiげicaMaxim

令ふ1 -I・, 
Cl)'"iL 

ミ
I

／
 

•L 
,
J
 

タ，a
 

li 
ー・t
 

l-
ブμ

r
 

a
 

,す
:
J

.I--V 
it'｛

 

核の破片が検出された。褐灰色。大きさは1,5cm程度。実際は表回

この徊体は摩託している。

。アカガシ亜属

sieboldia礼a

sか
' 

の座についていだ跡が円他のぎらつく部分として残る。

アカマツに

も表面が摩託

大きさは13rnm程度。

し／ 

よび果実力ゞ検出された。殻斗は，記わん型で大きさは 1cm程度であり，

片は癒誓して同心円状の輪のように見える。果実は楕円形で大きさ 1.7cm

は，

となる

迅。.0 

る。なお，果実のうち。先端部の輪状紋がはっぎりしないものについては，コナラ亜属と

の判別がつきにくいためコナ~ラ属と

e スダジイ

殻斗およ

は3裂し，

var. Sieboldii Nakai 

は，楕円形で大きさ 1cm程度であり， る。先端部

は癒着する。果実は卵型で先端部は細くなる。大きさは1.8cm桓度。基部には

小さくて丸くへこ
゜
~
、
'
’

ツ
{
6
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。クスノキ科 Lauracede sp. 

種子が検出された。ほ ，直径は 6mm程度。黒～茶褐色。種皮は薄くて堅く，表面

・ヤブツバキ Camelloa japonica ツバキ科

種子が検出された。半月 大きさは1.5mm粗度。種皮は黒色で厚く堅い。

a モモ Prunus Pa少sicaBatsch バラ科

核の破片が検出さ 褐色，核の形は楕円形でやや偏平である。大きさは2ヨ3cm程度。丸

く大きな腑点がありへこむ。表面は，不規則な線状のくぼみがあり，

える。

。ウメ Pnmus rnurne et Zicc バラ

として荒いしわ状に

された。褐色， は楕円形で偏平である。大きさは2cm程度。乱く大きな謄点

りへこむ。側面の一方には縫合綿が発達する。表面は，不規則な丸いくぼみがある。

含サクラ属 Pru加応 sp バラ科

（内果皮）

度。九く大き

模椋がある。

された。褐色，核の形はほぼ円形で，やや偏平である。大きさは1mm程

る。一方の側面にのみ，縫合線が顕著に見られる。表面は，しわ状の

らホウノキ obovata Thunb モクレ

された。黒色で大きさ 1cm程度。楕円形～円形で，片側の中央部はへこみ，全体

に浅い溝が走る。

。センダン Melia Azedarach L. var. Migval セン

された。褐色で堅い。棚面観は楕円形で，上面観は星型。大きさは1。2cm程度。縦

方向に数本の陵力ゞ見られる,,

らエゴノキ Siedo et Zicc エゴノキ

核が検出された。灰黒色。側面観は楕円形，上面観は円形。大きさは 1cm程度。下端に大き

な「へそ」があり，表面に 3 る。核は厚く堅い。

っヒョウタン類 Lagenaria sp ウリ料

種子の破片が検出された。長さ1.2cm程度で，長楕円形を呈す。

e 不明A

きさは1、5cm程度。いびつな円形で，皮は薄くて黒く，堅い。

B 

大きさは 2cm程度。木質で内部は 5室に分かれる。

・不明C

きさは0,5cm程度。 形で表面には荒い る。
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大きさは 4cm 

。不明E

断面はス沢ンジ状によく発泡する。

大きさは lcm程度。涙型で，縦方向に筋が見られる。

3。考察

今回同定された種実は，栽培植物や食臣などに利用可能なものが多い。これら

面が摩耗して氾り，食用に以適さない枇（幼果）も多い。このような産状から考えると，これ

らの種実は食用などに利用さ訊た残滓が‘廃棄されたというよりは，臼しろ流入してきたものの

可能性が高い。したがって，栽培種とされるウメ・モモ c ヒョウタン類以外の糧実は，周辺の

山野からもたらされたものと考えられる。今回検出さ訊た種類は，マツやホウ／キなど，ほぼ

る種類も多いが，スダジイ。カシ類（アカガン亜属）。センダン。ヤブツバキとい

った曖温帯林（照葉樹林）に特有の種類も見られる。これらの種類は，いず訊も現在周囲の山

どで普通に見られるものである。加）、卜［では， 1500年前以降人類の影響によりシイ。

カシ類などの限葉樹林が減少し，マツ属やイネ科が増加を開始したと言われている

1985)。今回の同定結果でも，各層位でマツが多い。ただし，マツの球果は大型で堅く，化石と

して残りやすいと考えられることから，これがマツの増加と関係しているかどうかは不明であ

る。

今回検出された種類は周辺で平易に入手可能であったと考えられることから，過去の人間が

食用などに利用していた可能性は十分にある。本遺跡の堆積層に関しては，添付資料やテフラ

ら詳細な年代観を得られていないのが現状である。そこで，今回検出された種実遺

体のうち，有用な植物についてその用途を略記するにとどめる。

カヤ。オニ ミ・シイ類"サクラ属は古くから食用として利用されてきた。カヤ。オニグ

ルミ。シイ類。サクラ属は生食可能であるが，カシ類については「あくぬき」が必要となる。

カシ類の利用は「あくぬき」の技術が一般化した網文時代中期以降であるといわれている。

モモ、ウメ・ヒョウタン類は栽培のために渡来したものであると言われている。モモは，古

くは縄文時代前期に検出例が知られているが（長崎県伊木力遺跡），検出例叶固体数が均加する

のは弥生時代以降である（粉川， 1988)。花の鑑賞用のほか呆実を食用にし。また種子も食べら

れる。ウメは，弥生時代にはわずかに検出されるだけである力ゞ（東京の野川泥炭層など），白鳳e

奈良時代以降多くの検出例が知られている（粉川， 1988)。花の鑑賞用のほか，果実を食用に

し，また積子も食べられる（薬用）。ヒョウタン類は，日本での検出例は縄文時代前期にまでさ

かのぼることができるが（千葉県富津市の貝塚，幅芥県の鳥浜貝塚），多くの検出例が知られる

ょうになるのは弥生時代以降である（粉川， 1988)。ヒョウタン類に似，果皮を容器として利用

されるヒョウタンのほか，果肉を食用とする（干瓢）ユウガオがある。
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栽培・食用以外の用途としては，イヌガヤやヤブツバキの実は搾油に用いられる。センダン

はその実を糸に通して数珠が作られる。ホウノキの実は薬用として利用される。エゴノキにつ

いてはサポニンをふくんでいるので，洗剤として使ったり，絞り汁を川に流して魚を取ること

も行われる。
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捏実同定箱呆一覧表①

~ i:~1如, い10了` :u科1m/0l . ii灰出（土糸））外色ご粘土「-・--・・・--→了云玉可―-―--- 1 
不明A

コナラ属

lアカマツかクロマツ□ 20 :1.159 屈（不）色粘土 アカヅかクいマツ

21 3。145 青灰（茶）色粘土不明A

22 3.140 青灰 色粘土アカマツかクロマッ I 

7 23 3.137 青灰 色粘土アカマツかクロマツ

B 8 イ5 2。736 不明B

1 I ， /'I O ~ 

2.`996 ］ I土埴内
不明B

←-

10 14 3 ,, ヽ里粘十 エゴノキ

11 15 3.320 クス／キ科

-I 1 3.363 暗灰黒粘土 エゴノキ12 16 

13 17 3。328 暗灰黒粘土 I不明B
I 

14 18 I 3。372 暗灰黒粘土 アカマツかクロマツ

i 15 19 3口 335 暗灰黒粘土 クスノ科

16 エゴノキ

I 17 三22,,0 4 13.,1...:;332039 0 0 I 百灰茫粘土

クスノキ科

r , I 

18 暗灰黒粘土 不明

19 暗灰黒粘土 エゴノキ

20 1暗灰黒粘士 Iクス キ科 7 C 21 1 3.336 陀灰点粘土~~バ科

昭灰槃粘土 ノ

I 暗灰黒粘土 ノキ科

暗仄黒粘土 アカマツかクロマツ ］ 暗灰黒粘土 ウメ

昭仄黒粘土 不能 I 
灰`一白日粕帖質質土王 i: 不三明］） — 

不明B

I 30 
0 r 3.342 灰白粘質土

I ウメ
31 ワ， 3_315 I灰白粘質士． 不能

I 

32 8 3.180I 灰白粘質土 コナ予属
． 

33 0 J ふ402 灰白粘質土 ヤブッバキ

i□□三三liカ~口ツかクロマツ

ツかクロマ~ツ
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種実同定結果一覧表②

区 試料番号 取上番号 標高(m) 出土層位 同定結果

F 37 4 2.916 灰白粘質土 アカマツかクロマッ

38 5 2.916 灰白粘質土 エゴノキ(2)

39 6 2.969 灰白粘質土 アカマツかクロマツ

40 7 2.827 茶色混貝土 アカマツかクロマツ

41 8 2.566 青灰色混貝土 アカマツかクロマツ

42 12 3.063 灰白粘質土 アカマツかクロマツ

G 43 1 3.065 青灰色混貝土 アカマツかクロマツ

44 4 3.217 灰白粘質土 アカマツかクロマツ

45 5 3.077 灰白粘質土 イヌガヤ

46 6 2.783 青灰色混貝土 アカマツかクロマツ

H 47 1 3.132 灰白粘質土 アカマツかクロマツ

48 2 3.099 灰白粘質土 アカマツかクロマツ

49 7 2.987 茶色混貝土 不能

50 10 2.864 灰白粘質土 イヌガヤ

51 11 2.906 灰白粘質土 不能

52 12 2.839 灰白粘質土 アカマツかクロマツ

53 14 2.852 茶色混貝土 ヤブツバキ

54 15 2.809 茶色混貝土 アカマツかクロマッ

55 18 2.769 茶色混貝土 アカマツかクロマッ

56 20 2. 718 茶色混貝土 アカマツかクロマツ

57 23 2.943 茶色混貝土 アカマツかクロマツ

58 24 2.845 茶色混貝土 アカマツかクロマツ

I 59 1 3.100 灰白粘質土 アカマツかクロマツ

60 3 3.113 灰白粘質土 イヌガヤとエゴノキ

61 4 3.063 灰白粘質土 アカマツかクロマツ

62 5 3.075 灰白粘質土 アカマツかクロマツ

63 6 3.083 灰白粘質土 アカマツかクロマツ

64 7 3.081 灰白粘質土 アカマツかクロマツ

65 8 3.073 灰白粘質土 アカマツかクロマッ

66 14 3.094 灰白粘質土 アカマツかクロマッ

67 15 3.040 灰白粘質土 アカマツかクロマツ

68 16 3.042 灰白粘質土 アカガシ亜属

69 17 3.094 灰白粘質土 アカマツかクロマツ

70 19 3.053 灰白粘質土 アカマツかクロマツ

71 21 3.068 灰白粘質土 アカマツかクロマツ

72 22 3.040 灰白粘質土 アカガシ亜属
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種実同定結果-一覧表①
こ.

~ ~ ~ ~ ~ ~ ・

区 試繕号 取上番号 標高(m) 出土層位 同定結果

I 73 23 3.047 灰白粘質土 アカマツかクロマツ

74 
24 =p:oq3.051 五青白粘質土

アカマツかクロマツ

75 25 灰砂質土 アカマツかクロマツ

76 30 2.963 青灰砂質土 アカマツかクロマツ

77 31 2.972 青灰砂質土 アカマツかクロマツ

78 34 2.942 青灰砂質土 アカマツかクロマツ

79 35 20894 青灰砂質土 アカマツかクロマツ

80 37 2.929 青灰砂質土 アカマツかクロマツ

81 38 2。903 青灰砂質上 アカマツかクロマツ

82 40 3.009 青灰砂質土 アカマツかクロマツ

83 43 2.749 青灰混貝土 アカマツかクロマツ

84. 44 2.795 青灰砂質土 コナラ属

OOv に 45 3.120 1灰白粕質土 アカマツかクロマツ，イヌガヤ

86 46 20777 茶色混貝土 アカマツかクロマツ

87 48 1 2.835 茶色混貝土 コナラ属

88 49 2。788 青色混貝土 オニグルミ

89 50 2.836 青色混貝土 アカマツかクロマツ

90 52 2"805 青色混貝土 アカマツかクロマツ

91 54 2.807 茶色混貝土 アカマツかクロマツ

I 92 5.6 2.859 茶色混貝土 コナラ属

I 93 58 2.983 1灰白粘質土 アカマツかクロマッ

94 I 61 2.985 灰白粘質土 アカマツかクロマツ

95 62 2.919 灰白粘質土 イヌガヤ

96 67 2_s7s 1茶色混貝土 アカマツかクロマツ

J 97 1 3。1336 明茶褐砂質土 オニグルミ

98 2 3.0436 明茶褐砂質土 アカマツかクロマツ
l I 

K 99 l 2.9戸］明茶褐砂質土 アカマソかクロマツ(3)

100 2 3"0336 明茶褐砂質土 アカマツかクロマツ I 
101 4 3.0186 明茶褐砂質土 アカマツかクロマツ

102 5 3.0036 明茶褐砂質土 げ能
' 103 6 3.0086 明茶褐砂質土 アカマツかクロマツ

L 104 2 3。2456 青灰粘質土 アカマツかクロマツ

105 4 2.8686 青灰粘質土 アカマツかクロマツ，アカガシ亜属 口
N 106 1 305466 青灰粘質土 lアカマツかクロマツ，コナラ属クスノキ

I エゴノキ，不明B --~--」
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種実同定結果一覧表④

区 犀番号1敗上番号標高(m) 出土層位 -. -同-定結果

0 107 L l 3。7701 恩褐粘質土 lヒョウタン類

108 2 j 3. 7201 隠褐粘質土 クスノキ科(3)

109 3 3"s291 I茶褐粘質土 不明B

110 I s '-"'; 条褐粘質土 クスパ輝2),不址JB I 

ロ
111 6 3.6081 青灰粘質土 アカマツかクロマツ

112 7 3.6601 青灰粘質土 不明B I 

113 9 3.5351 青灰粘質土 不能

I 114 I 10 3.4971 青灰粘質土 アカマツかクロマツ

115 1 11 3。4971 青灰粘質土 アカマツかクロマツ

116 12 3。4901 青灰粘質土 不明B

117 13 305841 青灰粘質土 イヌガヤ

~ --tffi--- -H— 3。4071 青灰粘質土7 アカマツかクロマッI 3 .3371 青灰粘質土 コナラ属

i 3, 7021 青灰粘質土 不明B I 
306331 青灰粘質土 アカマツかクロマッ

300921 橙色礫 アカマツかクロマッ

123 10 13ぷ791 青灰粘質上 アカマツかクロマツ

I ~ 124 6 I i 3.3301 青灰粘質土 不明B

L 125 1 I fl灰砂質 L Iカヤ(3), アカ・,・ツかクロマ アカガジ亜属(3)

I コナラ属(3), スダジイ(8), サクラ属(13)

I センダン(7), エゴノキ

P 126 青灰粘貿土 アカマツかクロマツJS) I 

R 127 橙色礫 1 アカマツかクロマッ，カヤ，クスノキ科(2)

サクラ属(2), センダン(4), エゴノキ(4), 不明E

s 12s I 二—-—黒色粘質土 I不明八 I 
I 129 I 青仄帖質土 Iコナラ属，クズノキ科(5),不明B(2) 1 

r I I Iアカマツかクロマツ

I 
スダジイ，クスノキ科(10), サクラ属，セン

I L I I エゴノキ(13), 不明A(3), カヤ(6), 不明E(3)

T 131 橙色礫 アカマツかクロマツ(5), カヤ(11), イヌガヤ

~ I Iヽ アカガシ亜属(5), コナラ属(7), スグジイ

I クスノキ科(13)9 サクラ属(87), センダン(8)□ ホウノキ(20), エゴ／キ(14), 不明C(3)

カヤ(2),アカガシ匝属，コナラ属(5),,クスノキ科(9)

f-サクラ属(9U,センダン(7),エゴノキ(2),不明C(101) 

工L--,_マニ i 

Iクスノキ科(22), サクラ属エゴノキ(2)
→ や一.・,,. -~---· ..• ー ~ ' - •. ・彎, -

＊数字のないものは 1個
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発掘調査の結果，

が包含さ

や石器，

第 5章総括

縄文時代前期から中。 にわたる遺欄。

ト
6

ることが判明した。縄文時代については前期の汀線。同時期の土器

貝塚を形成していた。弥生時代について

。稲作晨耕に関連すると思われる板列や杭列力S出土し，古墳時代につ

いては前期初頭の土需，中囁近世については陶磁器の

の私見を述べて，総括としたい。

をみた。 '? ~ 
名、 9 について若干

1。 につ 11;.て

まず貝塚についてであるが，金比羅，痙華石岳等の火山から

までの亜角礫などがあり，岩礁のよう

されており，貝層は標高約2,0-~2.5mに存在する。

おり，同種が汀線付近に生息する種であること，貝層直下

されたと推定さ礼る

を呈している）の上層に

を小型のマガキが占めて

り，点在す

る平均 lm大の岩にカキ殻→付着していることから見て，当時の汀線付近に立地しているもの

と推測さ九る。貝層は茶色混土貝層と青灰色混土貝層の 2層に分離しており， c14測定によれば

られるものの，土器型式での年代差については判然としながった。遣物は

主に茶色混土貝層から出土しており，その内容は土器〗石器 e 木質遺物（桐物種子を含む）慣動

物遺存体である。

当時の自然環境としては， るマガキが小型であることやし区木質遣物が標高

3.0mにあり，これ7鐸貝層形成時の最高水位を示すと考えられることから現在よりもかなり温暖

であったと思われる。水位に関しては，「網文悔進」は前期にそのピ~ークを迎えるといわ訊てい

るが，後述するように本遣跡から出土する土岩は前期の曽畑式土器を主体としており，この時

期には水位は標高3.0mに達していたと思われる。立地については，木質遺物の地積が見られ，

こ らの漂着物炉水による撹拌の作用を受けずに滞留した結果であろうと

ことから，海水の流入があったものの彼の作用を受けにくい内湾であったと考えられる。

土器についてであるが，前期の単純期と判断さ訊る。これらは曽畑式土器を主体としている

いわゆる典型的な曽畑式土器を中間に，これに先行すると言われる沈線文を主とするプロ

ト的なもの，胎土に滑石を含まず文様も崩れてくるなど後出的な緑祖を見せるものと，点数は

いものの，曽畑式土器の変遷が一応確認されるようである。

2. について

。2~3.5mで弥生時代前期後半の土器，板列＠杭列等が検出されていることから，当

時の生活面がこのレベルにあったと想定しても良いと思われる。板列ら杭列な
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性格については，水田関連のものと思われ，収穫具である石厄丁の出土か見られることからも

当時における稲作晨耕の存在が予想される。水田部位での言屑査例が氣いため不明である力ゞ，西

（前朗後半~) 3r~5 m, 有川町浜郷遺跡（前期後半--) 4r-5rn, 長崎市

深堀遺跡（前期末～）約 4m,佐世保市宮の本遺跡（中期前半-~) 4-~5m, 宣の原遺跡（中

期末～）約 5rnと前期～中期においては 4m前後に立地している。また和島誠一氏によ
註 I

.5m, 中。後期 2m以下の海水面を有明洞周縁の遺跡をもとに想定されている。従来本市に

おいて .0~3.5mにあったのではという推祠がなさ訊ていたが，今

回の調査結果では出土レベルにおいて遺物および遣構の両面から確認さ となった。

る宮崎館遣跡や林ノ辻遺跡では広範囲におよぶ石棺遵甕棺な

認されていたものの，その被葬者階級の経済的基盤である生産跡はこれま り，推

測の域を出なかった。しかし，前述の杭列。板列が水田関連遺構である可能性があり，標高3.5

mでこれらの生産跡杓な遣構が押さえられたこと此当時この一帯が湿田的な可耕地であった

こと させる。

ふ弥生時代以降について

遺構の把握けできなかったが，遣物として，土師器，中・近世陶器， 。白磁の出土が見

られた。土師器については高坪，複合口緑壺という器種構成であったぶ，前出の林ノ辻選跡で
許 2

は弥生時代中期と思われる集石遺構が確認され，祭祀遺構の可能性が指掴されていること，周

ど広範囲に及ぶと思われる墓群が存在することから弥生峙代から古墳時代にわ

たって，当時周辺が古墳を築遥しうる階級による埋葬を主倅とする ったことが推測され

る。また中世以降においては小野城跡が営まれていることからも，各時代の権力者たちの活動

の場として，経済基盤である生産の場としてこの地が大きな役割をもっていたのではないだろ

うか。

以上が今回の調査における成果である。縄文時代の貝塚からは人々の生活の様子が極めて部

分的ではあるもののかいま見られ，弥生時代については水田関連選構と思われる杭列・板列が

れるなこ遺跡の性柏が当時の人々の生活のに記いのするものであったことは，当地に

おける綱文。弥生時伐の生活跡。生産跡の追及という従来からの間題点に対する回答の一助と

なりうるであろう。限ら礼た範囲での調査であったため，本幸尉告では遺跡の有する性格を断片

的に提示することしかできないものの，有明海沿岸における縄文前期の貝塚を伴う遺跡につい

ての新資料の提示ができたという意味では，その成果は予想外に大きなものであったと思われ

る。

今後の課題としてはこれらの遺構が営まれた背景にある生活跡⇔ 住居跡の遥及が上げられる

こ訊らが確認されることで，当地域のより えてくるのではないだろうか。
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